
火
国
の
領
域
設
定
と
鞠
智
城

小
嶋　

篤

は
じ
め
に

　

平
成
二
七
年
度
（
二
〇
一
六
年
）
の
調
査
研
究
で
は
、
①
「
大
宰
府
の
軍
備

に
関
す
る
考
古
学
的
研
究
」（
平
成
二
五
～
二
七
年
度
科
学
研
究
費
助
成
若
手

研
究
Ｂ
）、
②
「
鞠
智
城
築
造
前
後
の
軍
備
」（
平
成
二
七
年
度
鞠
智
城
跡
「
特

別
研
究
」）、
③
「
兵
器
の
様
相
か
ら
見
た
古
代
山
城
」（「
古
代
山
城
に
関
す
る

研
究
会
」
熊
本
県
教
育
委
員
会
）
を
実
施
し
た
（
小
嶋
二
〇
一
六
ａ
ｂ
ｃ
）。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
鞠
智
城
に
関
す
る
研
究
で
は
、
西
海
道
に
お
け
る
公
的
な
備

蓄
兵
器
と
兵
士
自
備
の
兵
器
の
実
態
を
別
個
に
検
討
し
た
上
で
、『
日
本
書
紀
』

記
載
の
戦
術
・
戦
略
や
鞠
智
城
跡
の
施
設
・
土
地
利
用
・
自
然
環
境
・
可
視
領

域
を
論
拠
と
し
て
、
戦
術
的
運
用
に
限
っ
た
鞠
智
城
の
防
衛
設
計
を
追
究
し
た

（
第
１
図
）。
本
研
究
過
程
で
改
め
て
重
要
視
で
き
た
の
は
、
向
井
一
雄
氏
も
注

目
す
る
米
原
台
地
周
辺
の
地
形
（
迫
地
）、
す
な
わ
ち
、
鞠
智
城
周
辺
の
地
勢

的
理
解
で
あ
る
（
向
井
二
〇
一
四
・
小
嶋
二
〇
一
六
ｂ
）。
米
原
台
地
は
古
墳

時
代
後
期
（
六
世
紀
後
半
）
に
は
生
活
圏
と
な
っ
て
お
り
、
台
地
・
迫
地
・
低

地
に
応
じ
た
土
地
利
用
の
痕
跡
か
ら
、
当
該
期
に
地
勢
的
理
解
の
醸
成
が
認
め

ら
れ
る
。
木
村
龍
生
氏
も
古
代
山
城
出
土
土
器
を
網
羅
的
に
時
系
列
で
整
理
し

た
上
で
、「
鞠
智
城
も
白
村
江
の
戦
い
後
に
そ
れ
ま
で
あ
っ
た
施
設
に
土
塁
、

城
門
、
貯
水
池
な
ど
を
急
造
し
、
倉
庫
や
兵
舎
等
の
建
物
を
建
造
す
る
こ
と
で
、

城
と
し
て
再
整
備
し
た
」
と
想
定
し
て
お
り
、
前
段
階
と
の
連
続
性
に
注
視
す

る
（
木
村
二
〇
一
六
・
二
〇
一
八
）。
こ
の
よ
う
に
、
鞠
智
城
を
構
成
す
る
要
素

に
は
、
朝
鮮
式
山
城
の
築
造
技
術
・
律
令
的
複
合
冶
金
工
房
等
の
新
来
要
素
と

と
も
に
、
古
墳
時
代
に
醸
成
さ
れ
た
地
勢
的
理
解
と
い
う
旧
来
要
素
も
併
存
し

て
お
り
、
両
者
が
有
機
的
に
組
み
合
う
こ
と
で
鞠
智
城
の
防
衛
設
計
が
成
立
し

て
い
る
。
こ
の
旧
来
要
素
は
鞠
智
城
の
設
計
に
菊
鹿
盆
地
の
人
々
が
携
わ
る
こ

と
で
果
た
さ
れ
た
。
具
体
的
に
踏
み
込
め
ば
、
倭
政
権
（
中
大
兄
皇
子
称
制
政

権
）
の
指
令
を
受
け
た
筑
紫
大
宰
管
轄
下
に
お
い
て
、
火
国
宰
や
鞠
智
評
造
に

任
命
さ
れ
て
い
た
豪
族
も
鞠
智
城
の
設
計
・
築
造
に
参
画
し
た
こ
と
を
想
定
す

る
。
本
仮
説
は
「
地
域
勢
力
築
造
説
」
に
組
み
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
折

衷
説
で
も
な
い
（
註
１
）。
築
造
主
体
は
倭
政
権
で
あ
り
、
火
国
宰
や
鞠
智
評

造
も
政
権
を
構
成
す
る
地
方
官
僚
と
し
て
参
画
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
お

く
。
狩
野
久
氏
が
想
定
し
た
よ
う
に
、「
築
城
に
は
大
化
以
来
つ
く
ら
れ
つ
つ

あ
っ
た
国
‐
評
‐
五
十
戸
の
統
治
機
構
が
フ
ル
に
活
用
さ
れ
た
」
と
見
る
（
狩

野
二
〇
一
〇
）。

　

本
研
究
で
は
、
日
本
列
島
に
見
ら
れ
る
古
代
山
城
（
倭
国
仕
様
大
陸
山
城
型

城
郭
）
に
つ
い
て
戦
術
的
運
用
と
戦
略
的
運
用
の
特
徴
を
別
個
に
整
理
し
た
上

で
、
火
国
の
領
域
設
定
と
筑
紫
国
・
火
国
の
軍
事
動
員
の
歴
史
か
ら
、
築
造
期

に
お
け
る
鞠
智
城
の
役
割
を
追
究
す
る
。
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一
．
古
代
山
城
の
軍
事
的
役
割

（
一
）
戦
術
と
戦
略

　

古
代
山
城
に
限
ら
ず
、
諸
施
設
は
多
面
的
か
つ
複
合
的
な
性
格
を
有
す
る
場

合
が
往
々
に
し
て
あ
り
、
時
系
列
で
の
変
容
が
生
じ
る
場
合
も
あ
る
。
井
上
翔

氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、「（
鞠
智
城
の
役
割
や
性
格
は
）
多
方
面
に
向
い
て
お

り
、
一
面
の
み
に
帰
せ
よ
う
と
す
る
の
は
不
毛
な
議
論
」
と
言
え
よ
う
（
井
上

二
〇
一
六
）。
こ
の
点
を
認
識
し
た
上
で
、
鞠
智
城
の
役
割
を
把
握
し
よ
う
と

す
れ
ば
、
各
役
割
を
個
別
に
追
究
し
、
そ
れ
ら
を
時
間
軸
に
沿
っ
て
批
判
統
合

す
る
こ
と
が
有
益
な
研
究
手
法
で
あ
る
。
平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
に
開
催

さ
れ
た
古
代
山
城
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
古
代
山
城
の
成
立
と
変
容
』
に
お
け
る
亀

田
修
一
氏
の
基
調
講
演
は
、「
古
代
山
城
未
完
成
論
」
を
組
み
込
み
な
が
ら
、

遺
物
・
遺
構
研
究
を
総
括
的
に
統
合
し
て
お
り
、
古
代
山
城
の
時
系
列
的
整
理

の
到
達
点
が
よ
く
把
握
で
き
る
（
亀
田
二
〇
一
九
）。
ま
た
、
鞠
智
城
に
つ
い

て
は
矢
野
裕
介
氏
に
よ
る
役
割
・
機
能
の
時
系
列
的
整
理
が
模
範
と
な
る
（
矢

野
二
〇
一
八
）。

　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
筆
者
は
築
造
時
（
七
世
紀
第
３
四
半
期
）
に
お
け

る
鞠
智
城
の
複
合
的
な
性
格
の
う
ち
、
戦
術
面
で
の
軍
事
的
役
割
を
追
究
し
て

き
た
（
小
嶋
二
〇
一
六
ｂ
ｃ
）。
そ
の
過
程
で
は
「
戦
術
」
と
「
戦
略
」
を
意

識
的
に
区
分
し
、
両
者
の
混
同
を
避
け
る
よ
う
心
掛
け
た
。
筆
者
が
認
識
す
る

戦
術
と
戦
略
の
定
義
を
述
べ
る
と
、
戦
術
と
は
「
戦
闘
（
局
地
戦
）
の
直
接
目

標
を
実
行
す
る
た
め
の
手
段
」
で
あ
り
、
戦
略
と
は
「
各
地
の
戦
闘
を
統
合

し
、
戦
争
を
全
局
的
に
運
用
す
る
た
め
の
手
段
」
で
あ
る
。
本
認
識
に
基
づ
い

て
、
鞠
智
城
の
軍
事
的
役
割
を
整
理
す
る
と
、
戦
術
的
運
用
範
囲
は
ほ
ぼ
菊
鹿

盆
地
に
限
定
で
き
、
有
明
海
防
衛
に
は
全
く
機
能
し
な
い
と
断
言
で
き
る
（
木

村
二
〇
一
四
・
二
〇
一
八
、
小
嶋
二
〇
一
六
ｂ
・
矢
野
二
〇
一
九
）。
一
方
で
、

戦
略
的
運
用
範
囲
は
官
道
や
烽
を
介
し
て
、
他
の
古
代
山
城
・
官
衙
等
と
組
み

合
う
こ
と
で
広
範
囲
の
有
明
海
防
衛
構
想
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
と
も
評
価
で

き
る
（
矢
野
二
〇
一
九
）。
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
軍
事
的
役
割
で
も
議
論
の
次

元
を
違
え
れ
ば
、
相
反
す
る
か
の
よ
う
な
評
価
が
導
き
出
さ
れ
る
た
め
、
建
設

的
な
議
論
の
た
め
に
は
両
者
を
峻
別
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
二
）
天
智
紀
に
お
け
る
古
代
山
城
の
戦
術

　

古
代
山
城
跡
を
用
兵
的
観
点
か
ら
研
究
し
た
出
宮
徳
尚
氏
は
、
日
本
列
島
の

古
代
山
城
に
つ
い
て
「
城
郭
構
造
の
面
か
ら
の
視
点
で
は
、
中
国
中
心
地
や
朝

鮮
半
島
に
展
開
す
る
実
戦
配
備
の
城
郭
の
、
倭
国
社
会
に
活
用
可
能
の
要
素
だ

け
変
質
化
し
た
導
入
と
判
断
で
き
、
倭
国
の
政
治
情
勢
に
基
づ
き
、
城
郭
と
い

う
軍
事
施
設
の
導
入
が
招
請
さ
れ
た
時
点
で
築
城
さ
れ
た
、
倭
国
仕
様
大
陸
山

城
型
城
郭
と
評
価
す
べ
き
」
と
い
う
結
論
を
導
き
出
し
た
（
出
宮
二
〇
〇
二
）。

本
結
論
は
お
お
い
に
賛
同
で
き
、
古
代
山
城
未
完
成
論
と
あ
わ
せ
て
、
今
後
の

研
究
視
点
と
し
て
継
承
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
、
出
宮
氏
は
城
壁
が
「
日

本
古
代
山
城
で
は
守
城
側
兵
力
展
開
の
最
前
線
」
と
す
る
が
、
運
用
兵
器
や
古

代
山
城
の
運
用
時
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
日
本
書
紀
』
記
載
の
集
団
戦
闘
（
戦
術

面
で
の
合
理
的
思
考
）、
お
よ
び
古
代
山
城
の
施
設
・
地
形
・
官
道
と
の
接
続

等
の
複
合
的
検
証
か
ら
は
、
守
城
側
兵
力
展
開
は
城
壁
内
に
限
ら
ず
、
進
軍

速
度
の
速
い
交
通
路
を
重
点
的
な
迎
撃
地
点
に
構
想
し
て
い
た
と
判
断
で
き

る
（
小
嶋
二
〇
一
六
ｂ
ｃ
）。
具
体
例
を
挙
げ
る
と
、
急
峻
な
迫
地
に
囲
ま
れ

た
鞠
智
城
で
は
、
兵
力
展
開
を
城
壁
範
囲
内
（
狭
域
説
範
囲
内
）
に
限
る
と
、

可
視
領
域
の
狭
さ
に
よ
り
台
地
裾
や
迫
地
内
の
敵
軍
把
握
が
遅
れ
、
防
衛
戦
の

最
終
局
面
と
も
言
え
る
城
壁
上
で
の
対
処
的
戦
闘
に
も
支
障
を
き
た
し
て
し
ま

う
（
第
１
図
）。
す
な
わ
ち
、
倭
国
仕
様
大
陸
山
城
型
城
郭
を
戦
術
的
に
運
用

す
る
際
に
は
、倭
国
の
伝
統
的
な
戦
闘
方
式
に
沿
う
こ
と
が
構
想
さ
れ
て
お
り
、
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鞠智城

評衙？

菊池川氾濫原に阻まれ進軍困難

台台地

寺院？

官道は動員数多く、進軍はやい 渡河

渡河

渡河

①官道が主要進軍路。
②渡河地点や台地端部（高所）での迎撃が主戦場。
③評衙・寺院が軍事施設化。

迫地

鞠智城城内からの南方の眺望
菊池川本流が目視できる反面、台台地に近づくほど、可視領域が
狭まる。城内からは、台台地裾と迫地の多くが「死角」となる。

第１図　鞠智城の戦術的運用範囲と防衛設計（小嶋 2016ｂ）
鞠智城からの可視範囲（木村 2014 を一部改変）

鞠智城の戦術的運用範囲

第１図　鞠智城の戦術的運用範囲と防衛設計（小嶋2016ｂ）
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施
設
だ
け
で
は
な
く
、
戦
術
設
計
に
お
い
て
も
「
倭
国
仕
様
」
で
あ
っ
た
と
考

え
る
（
註
２
）。
軍
団
制
整
備
以
前
の
倭
国
（
中
大
兄
皇
子
称
制
段
階
の
倭
国
）

は
防
人
・
烽
の
本
格
整
備
と
い
う
新
施
策
も
あ
る
が
、
軍
事
力
の
基
盤
は
依
然

「
評
造
軍
」
に
あ
り
、
兵
制
の
抜
本
的
改
革
に
は
時
間
を
要
し
た
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
律
令
体
制
の
確
立
と
い
う
理
念
を
抱
き
つ
つ
も
、
築
造
期
に

お
け
る
古
代
山
城
の
戦
術
的
運
用
で
は
、
評
造
軍
の
動
員
と
い
う
現
実
的
対
応

が
構
想
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。

　

上
記
は
公
約
数
的
な
結
論
で
あ
る
が
、
立
論
の
基
軸
に
な
っ
て
い
る
の
は
各

古
代
山
城
や
運
用
兵
器
の
個
別
分
析
結
果
で
あ
り
、
今
後
も
よ
り
詳
細
に
実
態

を
追
究
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
向
井
一
雄
氏
も
年
代
論
・
築
城
主
体
論
の
次

フ
ェ
ー
ズ
の
研
究
段
階
へ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
上
で
、
中
世
城
郭
に
お

け
る
縄
張
り
研
究
と
同
じ
視
点
を
持
っ
て
各
遺
構
を
分
析
す
る
必
要
を
説
く

（
向
井
二
〇
一
九
ｂ
）。
た
だ
し
、
中
世
城
郭
に
お
け
る
縄
張
り
研
究
の
視
点
を

援
用
す
る
際
に
は
、
時
空
間
的
な
違
い
を
認
識
し
、
築
造
時
（
七
世
紀
後
半
）

に
お
け
る
戦
術
面
で
の
合
理
的
思
考
や
運
用
兵
器
の
構
造
・
数
量
等
の
諸
条
件

と
の
照
合
を
経
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
よ
り
緻
密
に
論
拠
を
積
み

上
げ
る
に
は
、
兵
士
各
人
の
身
体
的
動
作
（
戦
闘
形
態
）
も
追
究
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
戦
闘
形
態
の
解
明
に
対
す
る
試
み
は
、
藤
原
哲
氏
が
弥
生

時
代
～
古
墳
時
代
に
か
け
て
実
施
し
て
お
り
、
殺
傷
人
骨
の
分
析
も
組
み
込
ん

だ
具
体
的
な
戦
闘
像
を
描
き
出
し
て
い
る
（
藤
原
二
〇
一
八
）。「
古
代
山
城
未

完
正
論
」
や
「
見
せ
る
城
論
」
と
と
も
に
、
運
用
兵
器
・
戦
闘
形
態
の
研
究
成

果
を
、
各
古
代
山
城
の
立
地
環
境
・
自
然
地
形
・
遺
構
等
の
分
析
に
還
元
す
る

こ
と
で
、
向
井
氏
が
展
望
す
る
研
究
段
階
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
が
期
待
で
き
る

（
亀
田
二
〇
一
四
・
向
井
二
〇
一
七
・
小
嶋
二
〇
一
六
ｂ
ｃ
）。

（
三
）
天
智
紀
に
お
け
る
古
代
山
城
の
戦
略

　

国
家
・
大
宰
府
が
重
要
視
し
た
古
代
山
城
（
大
野
城
・
鞠
智
城
等
）
は
、

七
世
紀
後
半
の
築
造
後
も
繕
治
等
を
経
て
、
長
期
間
運
用
さ
れ
た
（
亀
田

二
〇
一
八
）。
こ
の
長
期
間
の
運
用
で
は
、
各
時
期
の
社
会
情
勢
に
応
じ
て
、

為
政
者
の
戦
略
も
変
遷
す
る
。
本
研
究
の
主
眼
は
、
古
代
山
城
築
造
時
に
お
け

る
領
域
観
か
ら
鞠
智
城
の
役
割
を
追
究
す
る
こ
と
に
あ
る
た
め
、
天
智
紀
に

限
っ
た
古
代
山
城
の
戦
略
を
整
理
す
る
。

　

当
然
な
が
ら
、戦
略
は
社
会
情
勢
と
不
可
分
な
関
係
に
あ
り
、百
済
の
役
（
百

済
救
援
戦
争
）
以
後
の
外
交
と
内
政
の
双
方
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
把

握
に
つ
い
て
は
、小
田
富
士
雄
氏
に
よ
り
大
宰
府
都
城
の
形
成
を
に
ら
み
つ
つ
、

年
月
日
別
の
時
系
列
整
理
が
な
さ
れ
て
い
る
（
小
田
二
〇
一
六
・
二
〇
一
八
）。

小
田
氏
の
整
理
で
は
、
六
六
四
年
五
月
一
七
日
の
唐
国
の
百
済
鎮
将
劉
仁
願
の

遣
使
を
経
て
、
当
座
の
外
敵
襲
来
危
機
の
回
避
を
確
認
し
た
後
、
水
城
の
築
造
、

す
な
わ
ち
大
宰
府
都
城
の
外
郭
築
造
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
明
示
す
る
。ま
た
、

六
六
四
～
六
六
五
年
の
水
城
・
大
野
城
・
基
肄
城
の
築
造
を
第
一
次
防
衛
網
、

六
六
七
年
の
金
田
城
・
屋
島
城
・
高
安
城
を
第
二
次
防
衛
網
と
位
置
づ
け
、
ま

ず
大
宰
府
都
城
の
外
郭
築
造
に
着
手
し
た
こ
と
を
、
防
衛
網
形
成
と
律
令
体
制

整
備
の
双
方
で
一
石
二
鳥
の
策
と
評
価
し
た
（
第
２
図
）（
註
３
）。
こ
れ
ら
の

防
衛
網
形
成
は
、
百
済
の
役
で
の
敗
戦
を
経
た
対
処
的
施
策
で
あ
る
が
、
社
会

情
勢
の
変
化
を
に
ら
み
な
が
ら
、
律
令
体
制
の
整
備
と
い
う
理
念
と
拠
点
防
衛

と
い
う
現
実
的
対
応
を
組
み
合
わ
せ
た
と
言
え
よ
う
。

　

よ
り
具
体
的
な
戦
略
的
運
用
で
は
、
亀
田
修
一
氏
が
提
示
し
た
「
高
安
城
の

変
遷
モ
デ
ル
」
が
注
目
で
き
る
（
亀
田
二
〇
一
八
）。『
日
本
書
紀
』
の
記
載
に

基
づ
く
と
、
六
六
七
年
の
築
造
後
の
六
六
九
年
に
田
税
、
六
七
〇
年
に
穀
物
と

塩
を
城
内
に
納
め
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
第
一
・
二
次
防
衛
網
の
戦
略
的
運
用
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の
一
つ
と
し
て
、
備
蓄
食
料
の
保
管
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
食
料
備
蓄

機
能
に
つ
い
て
は
、
鞠
智
城
の
役
割
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、「
菊
鹿
盆

地
の
米
の
確
保
、
そ
し
て
そ
れ
を
備
蓄
し
必
要
に
応
じ
て
最
前
線
等
に
搬
出
す

る
た
め
の
後
方
支
援
基
地
で
あ
っ
た
」
と
評
価
さ
れ
る
（
木
村
二
〇
一
八
）。

　

ま
た
、
対
外
防
衛
の
最
前
線
拠
点
で
あ
る
対
馬
・
金
田
城
も
、
天
智
紀
に
お

け
る
古
代
山
城
の
戦
略
を
探
る
上
で
注
視
で
き
る
。
小
田
富
士
雄
氏
は
第
二
次

防
衛
網
と
す
る
金
田
城
に
つ
い
て
、
大
宰
府
都
城
の
北
限
の
護
り
と
位
置
付
け

る
（
小
田
二
〇
一
八
）。「
護
り
」
の
具
体
的
戦
略
に
つ
い
て
は
、
出
宮
徳
尚
氏

の
指
摘
が
重
要
で
「
半
島
か
ら
倭
国
に
至
る
海
上
ル
ー
ト
の
門
戸
の
背
後
に
、

正
面
装
備
の
軍
事
施
設
の
整
備
を
顕
示
し
、
唐
軍
来
襲
時
に
は
籠
城
に
よ
る
残

留
後
方
攪
乱
活
動
の
拠
点
」
と
想
定
し
た
（
出
宮
二
〇
〇
二
・
二
〇
一
〇
）。
金

田
城
が
面
す
る
浅
茅
湾
は
、『
万
葉
集
』（
巻
一
五
‐
三
六
九
七
）
で
「
百
船
の

泊
つ
る
対
馬
の
浅
茅
山
し
ぐ
れ
の
雨
に
も
み
た
ひ
に
け
り
」
と
詠
ま
れ
た
よ
う

に
、
最
前
線
の
大
規
模
港
湾
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
規
模
港
湾
が
占
領
状
況
に
陥

る
か
否
か
で
は
、
筑
紫
（
大
宰
府
都
城
）
へ
の
進
軍
速
度
・
派
兵
数
に
顕
著
な

違
い
が
生
じ
る
こ
と
を
、
百
済
救
援
戦
争
で
大
規
模
派
兵
を
行
い
、
か
つ
金
田

城
を
築
造
し
た
倭
政
権
は
熟
知
し
て
い
た
と
見
て
間
違
い
な
い
。
六
六
四
年
に

対
馬
島
・
壱
岐
島
・
筑
紫
国
等
に
烽
と
防
人
が
配
さ
れ
た
の
は
、
本
航
路
が
弥

生
時
代
よ
り
一
貫
し
た
主
要
航
路
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
こ
と
は
多
言
を

要
さ
な
い
。
失
敗
の
許
さ
れ
な
い
大
規
模
派
兵
に
限
れ
ば
、
天
智
紀
に
お
け
る

対
馬
島
・
壱
岐
島
・
筑
紫
国
の
航
路
は
倭
と
唐
・
新
羅
を
つ
な
ぐ
、
最
重
要
航

路
で
あ
っ
た
と
考
え
る
（
註
４
）。

　

以
上
、
天
智
紀
に
お
け
る
古
代
山
城
の
戦
略
に
お
い
て
、「
律
令
体
制
の
整

備
」、「
対
処
的
施
策
で
あ
る
防
衛
網
の
形
成
」、「
食
料
備
蓄
」、「
進
軍
阻
害
」

と
い
う
構
成
要
素
を
抽
出
し
た
。
こ
の
う
ち
、
律
令
体
制
の
整
備
は
大
化
以
来

１

2
3

4

5

6
7

8

9

1：金田城　2：大野城　3：基肄城　4：鞠智城　5：長門城（推定地）　6：常城（推定地）　7：茨城（推定地）
8：屋嶋城　9：高安城

：史料で名前が確認できる古代山城
：史料で名前が確認できない古代山城

第 2図　古代山城の分布と対唐・新羅軍の想定主戦場

戦場

戦場

警戒域（防人・烽）

※有明海航路は交易路としては問題ないが、進軍路とする場合は視認率が極めて高い短所を有する。使節等で渡航実績も
　ある対馬島 -壱岐島 - 筑紫国が最有力進軍路と想定されていただろう。
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志
向
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
百
済
の
役
を
経
て
、
結
果
的
に
整
備
速
度
を

加
速
さ
せ
た
と
評
価
で
き
る
。
当
座
の
外
敵
襲
来
危
機
の
回
避
が
見
込
ま
れ
た

段
階
で
実
施
し
た
、「
見
せ
る
城
」
と
も
言
え
る
外
観
威
容
（
大
宰
府
都
城
外
郭
）

の
整
備
は
、
倭
政
権
が
唐
・
新
羅
と
の
外
交
を
優
位
に
進
め
る
上
で
も
利
用
し

た
新
戦
略
で
あ
っ
た
（
小
田
二
〇
一
六
・
二
〇
一
八
）。
た
だ
し
、
こ
の
新
戦
略

の
実
施
は
、
既
存
の
統
治
機
構
（
国
‐
評
‐
五
十
戸
）
の
運
用
に
よ
り
果
た
さ

れ
た
と
見
ら
れ
、
対
処
的
施
策
で
つ
く
ら
れ
た
防
衛
網
を
機
能
さ
せ
る
軍
事
動

員
も
既
存
の
評
造
軍
に
依
拠
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
つ
ま
り
、
百
済
の
役
に
お
け

る
敗
戦
を
経
て
、
時
間
的
制
約
の
あ
る
倭
政
権
は
戦
時
侵
攻
体
制
を
軸
に
、
戦

時
防
衛
体
制
に
移
行
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
が
実
情
で
あ
る
。
戦
時
侵
攻
体

制
と
は
、古
墳
時
代
後
期
（
六
世
紀
）
よ
り
培
わ
れ
て
き
た
派
兵
方
式
で
あ
り
、

「
拠
点
施
設
（
官
家
・
屯
倉
）
に
食
料
を
運
び
込
み
、
同
地
に
国
造
軍
を
集
結

さ
せ
な
が
ら
適
宜
派
兵
す
る
方
式
」
で
あ
る
。
本
派
兵
方
式
は
百
済
救
援
戦
争

に
お
け
る
大
規
模
派
兵
と
同
質
で
あ
り
、
難
波
‐
瀬
戸
内
海
‐
豊
・
筑
紫
‐
壱

岐
‐
対
馬
‐
朝
鮮
半
島
南
岸
と
い
う
進
軍
路
、
お
よ
び
九
州
北
部
の
各
拠
点
へ

の
食
糧
備
蓄
・
軍
勢
の
集
結
と
い
う
点
で
も
重
な
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
で
、

敗
戦
後
の
戦
時
防
衛
体
制
で
築
か
れ
た
防
衛
網
（
古
代
山
城
の
分
布
）
を
眺
め

る
と
、
進
軍
路
・
食
料
備
蓄
・
軍
勢
の
集
結
と
い
う
諸
属
性
が
重
複
す
る
こ
と

に
気
が
付
く
。
つ
ま
り
、
伝
統
的
と
も
言
え
る
戦
時
侵
攻
体
制
（
屯
倉
を
整
理

統
合
し
た
評
制
・
ミ
ヤ
ケ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
に
、
広
域
行
政
官
（
大
宰
・
総
領
）・

倭
国
仕
様
の
都
城
・
倭
国
仕
様
の
大
陸
山
城
型
城
郭
・
防
人
・
烽
を
段
階
的
に

上
乗
せ
し
た
も
の
が
、
百
済
の
役
後
の
戦
時
防
衛
体
制
（
第
一
・
二
次
防
衛
網
）

で
あ
っ
た
と
結
論
で
き
る
。
出
宮
徳
尚
氏
は
屯
倉
を
古
代
山
城
の
後
方
兵
站
地

と
想
定
す
る
が
、
む
し
ろ
、
実
際
の
戦
時
防
衛
下
に
お
い
て
は
評
（
屯
倉
）
が

も
つ
兵
站
・
行
政
機
能
を
古
代
山
城
へ
移
行
す
る
戦
略
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

屯
倉
・
評
倉
は
物
資
搬
入
・
搬
出
の
利
便
性
か
ら
、
交
通
路
の
要
衝
に
位
置
す

る
が
、
防
御
施
設
が
未
発
達
な
こ
と
も
あ
り
、
物
資
防
衛
に
は
不
適
格
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
唐
・
新
羅
軍
の
来
襲
の
よ
う
な
侵
略
戦
争
に
お
い
て
、
警
戒

さ
れ
る
の
は
兵
站
の
現
地
調
達
（
略
奪
）
で
あ
る
。
ミ
ヤ
ケ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
る
物
資
集
積
と
国
造
軍
動
員
を
重
視
し
て
き
た
倭
政
権
に
と
っ
て
も
、
兵
站

の
守
衛
は
戦
時
防
衛
体
制
の
要
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、
集
積
し
た
田
税
は

倭
政
権
の
財
産
そ
の
も
の
で
あ
り
、
為
政
者
の
関
心
が
高
い
物
資
で
あ
っ
た
。

（
四
）
小
結

　

上
記
で
は
天
智
紀
の
古
代
山
城
に
つ
い
て
、
戦
術
と
戦
略
に
分
別
し
て
整
理

し
た
。倭
政
権（
中
大
兄
皇
子
称
制
政
権
）の
戦
略
と
し
て
、「
戦
時
侵
攻
体
制（
評

制
・
評
造
軍
）を
対
処
的
に
改
変
し
て
戦
時
防
衛
体
制
を
構
想
し
た
」と
考
え
た
。

た
だ
し
、
戦
時
と
表
記
し
て
い
る
が
、
結
果
的
に
倭
国
へ
の
侵
攻
は
な
さ
れ
ず
、

戦
時
防
衛
体
制
は
平
時
の
ま
ま
推
移
す
る
。
そ
し
て
、
壬
申
の
乱
を
経
た
政
権

交
代
に
よ
り
、
天
武
天
皇
の
軍
制
改
革
（
兵
政
官
の
設
置
、
官
人
武
装
化
、
軍

事
教
練
、
武
器
収
公
（
指
揮
具
中
心
）
等
）、
持
統
天
皇
の
飛
鳥
浄
御
原
令
発

布
（
徴
兵
制
の
施
行
）
が
遂
行
さ
れ
、天
智
紀
に
敷
か
れ
た
戦
時
防
衛
体
制
は
、

動
員
方
式
の
変
更
（
軍
団
制
の
導
入
・
備
辺
式
の
策
定
）、
古
代
山
城
の
取
捨

選
択
（
廃
城
と
改
修
）、
大
宰
府
都
城
の
改
変
（
条
坊
制
の
施
行
）
等
を
経
て
、

律
令
制
下
の
新
た
な
国
土
防
衛
体
制
（
平
時
防
衛
体
制
）
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る

（
小
嶋
二
〇
一
一
・
二
〇
一
四
ａ
ｂ
・
二
〇
一
六
ａ
・
二
〇
一
八
ｂ
）。

　

本
節
の
結
び
と
し
て
、
古
代
山
城
未
完
成
論
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
（
亀
田

二
〇
一
四
）。
百
済
救
援
戦
争
後
の
防
衛
体
制
と
し
て
、
対
処
的
に
構
築
さ
れ

た
第
一
・
二
次
防
衛
網
は
平
時
の
ま
ま
推
移
す
る
（
小
田
二
〇
一
六
）。
こ
の
た

め
、
構
想
と
し
て
の
戦
略
を
完
遂
す
る
必
要
は
な
く
、
天
智
紀
に
お
い
て
も
古

代
山
城
の
築
城
・
山
城
内
の
食
糧
集
積
は
、
利
便
性
の
悪
さ
か
ら
未
実
施
・
規
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模
縮
小
・
築
造
中
止
等
の
計
画
変
更
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
く
ま

で
、「
戦
時
下
に
兵
站
・
行
政
機
能
を
古
代
山
城
へ
移
行
す
る
戦
略
」
だ
か
ら

で
あ
る
。
仮
に
平
時
に
お
い
て
有
機
的
に
機
能
し
た
施
設
で
あ
れ
ば
、
天
武
・

持
統
紀
以
後
の
統
治
機
構
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
（
稲
田

二
〇
一
二
）。
平
時
で
の
戦
略
に
組
み
込
ま
れ
た
古
代
山
城
の
み
が
、
防
衛
施

設
と
し
て
の
機
能
を
減
じ
な
が
ら
存
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
．
火
国
の
領
域

（
一
）
古
墳
構
築
技
術
と
領
域

　

天
智
紀
（
中
大
兄
皇
子
称
制
政
権
）
の
古
代
山
城
を
用
い
た
防
衛
戦
略
に
お

い
て
、「
対
馬
島
‐
壱
岐
島
‐
筑
紫
国
」
の
進
軍
路
、「
国
‐
評
‐
五
十
戸
」
の

統
治
機
構
、「
評
造
軍
」
の
動
員
が
基
軸
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
で
は
、

本
戦
略
の
基
礎
と
な
っ
た
倭
国
の
領
域
観
は
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
経
過
を
経

て
形
成
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
実
態
を
有
し
て
い
た
の
か
。
本
節
で
は
鞠
智
城
が

所
在
す
る
火
国
（
肥
後
国
）
を
中
心
に
検
討
す
る
。
火
国
、後
の
肥
後
国
は
「
対

馬
島
‐
壱
岐
島
‐
筑
紫
国
」
の
進
軍
路
の
外
縁
に
あ
り
、
鞠
智
城
は
現
在
所
在

が
確
定
し
て
い
る
古
代
山
城
群
の
最
南
端
に
位
置
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
築
造

期
の
古
代
山
城
の
役
割
を
追
究
す
る
上
で
有
益
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
。

　

令
制
下
に
お
け
る
国
・
郡
（
評
）
の
領
域
設
定
は
、
古
墳
時
代
以
来
の
豪
族

と
私
有
民
（
部
曲
）
の
主
従
関
係
を
強
く
反
映
す
る
場
合
が
多
く
見
ら
れ
る
。

筑
紫
に
お
い
て
は
、
神
郡
と
な
っ
た
宗
形
郡
が
典
型
例
で
あ
り
、『
続
日
本
紀
』

等
の
文
献
史
料
か
ら
奈
良
時
代
に
い
た
る
ま
で
宗
形
氏
（
宗
形
朝
臣
）
一
族
に

よ
る
郡
司
・
神
主
の
独
占
と
い
う
実
態
が
う
か
が
え
る
（
亀
井
二
〇
一
一
）。

そ
の
郡
域
は
、
横
穴
式
石
室
墳
・
葬
送
儀
礼
（
土
器
の
非
副
葬
・
墳
丘
供
献
）・

須
恵
器
・
土
師
器
・
装
飾
付
大
刀
・
沖
ノ
島
系
祭
祀
遺
物
等
の
考
古
資
料
の
分

布
域
と
重
な
っ
て
お
り
、古
墳
時
代
後
期（
六
世
紀
）に
は
、宗
形
郡
の
母
体（
宗

形
君
と
宗
形
部
の
主
要
居
住
域
）
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
複
数
資
料
・
史
料

の
相
互
検
証
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る（
小
嶋
二
〇
一
二
・
二
〇
一
九
ａ
等
）。

冒
頭
で
記
し
た
よ
う
に
、
火
国
は
肥
前
国
・
肥
後
国
分
割
以
前
は
、
筑
紫
国
の

一
部
を
挟
む
形
で
環
有
明
海
の
南
北
に
広
が
る
特
異
な
領
域
を
形
成
し
て
お

り
、
地
理
的
区
分
と
は
異
な
る
人
的
結
合
が
介
在
し
た
と
見
て
よ
い
。
こ
の
よ

う
な
人
的
結
合
の
分
析
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
本
研
究
で
は
横
穴
式
石
室
墳
に

注
目
す
る
。
古
墳
時
代
後
期
以
降
の
大
型
古
墳
（
横
穴
式
石
室
墳
）
の
築
造
で

は
、
①
血
縁
集
団
と
②
部
曲
が
動
員
の
主
軸
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
人
的
結

合
の
検
証
素
材
の
一
つ
と
し
て
、
古
墳
構
築
技
術
の
分
布
域
を
把
握
す
る
こ
と

は
有
益
で
あ
る
（
小
嶋
二
〇
一
八
a
）。
な
お
、
①
血
縁
集
団
と
②
部
曲
の
動

員
方
式
は
、
国
造
軍
の
動
員
方
式
と
重
複
す
る
点
も
注
目
で
き
る
（
註
５
）。

（
二
）
横
穴
式
石
室
墳
の
研
究
視
点

　

横
穴
式
石
室
墳
を
時
空
間
的
に
把
握
す
る
に
は
、「
古
墳
築
造
（
古
墳
分
類
）」

を
視
野
に
入
れ
た
上
で
、
古
墳
構
築
技
術
（
石
室
石
積
み
・
墳
丘
構
築
）
と
石

室
空
間
設
計
を
別
個
に
分
類
し
、
双
方
を
組
み
合
わ
せ
る
研
究
手
段
が
有
効
で

あ
る
（
小
嶋
二
〇
一
二
・
二
〇
一
八
ｃ
・
二
〇
二
〇
ａ
、
重
藤
二
〇
二
〇
）。
本

分
類
の
根
拠
と
な
る
の
は
、
構
造
物
と
し
て
遺
さ
れ
た
石
室
や
墳
丘
の
「
形
」

で
あ
る
が
、
筆
者
が
念
頭
に
置
い
て
い
る
も
の
は
、「
人
間
が
物
を
作
る
際
の

集
団
行
動
方
式
（
範
型
）」
で
あ
る
（
小
林
一
九
九
四
）。
つ
ま
り
、
横
穴
式
石

室
墳
を
つ
く
る
際
に
、「
ど
の
よ
う
な
手
順
で
、
ど
の
よ
う
に
石
と
土
を
積
む

の
か
」
と
い
っ
た
行
動
や
思
考
を
分
類
の
柱
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
分
類

を
厳
密
に
突
き
詰
め
て
い
け
ば
、
そ
の
最
小
単
位
は
墓
域
内
に
隣
接
す
る
同
一

支
群
の
石
室
に
該
当
す
る
場
合
が
多
い
。
無
論
、歴
史
的
背
景
や
地
理
的
環
境
・
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条
件
を
同
じ
く
し
、
造
墓
人
員
の
多
く
が
重
複
す
る
た
め
で
あ
る
。
柳
沢
一
男

氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
六
世
紀
前
半
以
降
の
九
州
の
横
穴
式
石
室
は
「
多
様
化

と
小
地
域
内
で
の
ま
と
ま
り
な
ど
に
よ
っ
て
築
造
系
譜
が
錯
綜
し
て
い
る
」(

柳

沢
二
〇
〇
九)
。
こ
の
錯
綜
し
た
状
況
を
過
不
足
な
く
整
理
す
る
た
め
に
は
、

広
域
的
な
系
列
把
握
や
他
墓
制(

横
穴
墓
や
地
下
式
横
穴
墓
等)

と
の
連
動
把

握
と
並
行
し
て
、
墓
域
の
形
成
過
程
を
ふ
ま
え
た
細
部
の
系
列
把
握
を
積
み
上

げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
古
墳
構
築
技
術
の
範
型
と
石
室
空
間
設
計
を
分
離
・
統
合

す
る
研
究
方
法
と
は
、そ
の
二
つ
の
作
業
を
双
方
向
的
に
進
め
る
手
段
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
火
国
（
肥
後
国
）
の
横
穴
式
石
室
墳
を
検
討
し
て
い
く
が
、
ま
ず

は
石
室
空
間
設
計
を
整
理
す
る
（
柳
沢
二
〇
〇
三
）。
な
お
、
下
記
が
筆
者
の

最
新
分
類
で
あ
る
。

【
単
室
無
羨
道
石
室
】　

玄
門
外
側
に
羨
道
が
接
続
し
な
い
単
室
の
横
穴
式
石

室
。

【
単
室
短
羨
道
石
室
Ⅰ
類
】　

玄
門
外
側
に
短
い
羨
道
が
接
続
す
る
単
室
の
横

穴
式
石
室
。
い
わ
ゆ
る
羨
道
が
未
発
達
な
横
穴
式
石
室
が
該
当
す
る
。
羨
道
床

面
に
仕
切
り
石
を
敷
設
し
な
い
。

【
単
室
短
羨
道
石
室
Ⅱ
類
】　

玄
門
外
側
に
短
い
羨
道
が
接
続
す
る
単
室
の
横

穴
式
石
室
。
羨
道
床
面
に
仕
切
り
石
を
敷
設
し
、
羨
道
分
割
を
行
う
が
、
羨
道

側
壁
に
袖
石
を
配
さ
な
い
。

【
単
室
長
羨
道
石
室
Ⅰ
類
】　

玄
門
外
側
に
長
い
羨
道
が
接
続
す
る
単
室
の
横

穴
式
石
室
。
羨
道
床
面
に
仕
切
り
石
を
敷
設
し
な
い
。

【
単
室
長
羨
道
石
室
Ⅱ
類
】　

玄
門
外
側
に
長
い
羨
道
が
接
続
す
る
単
室
の
横

穴
式
石
室
で
、羨
道
中
央
付
近
に
仕
切
り
石
を
敷
設
し
、羨
道
分
割
を
行
う
が
、

羨
道
側
壁
に
袖
石
を
配
さ
な
い
。

【
複
室
石
室
Ⅰ
類
（
羨
道
間
仕
切
り
型
複
室
）】　

玄
門
外
側
に
袖
石
と
仕
切
り

石
で
区
画
し
た
前
室
が
接
続
す
る
複
室
の
横
穴
式
石
室
の
う
ち
、
前
室
の
横
幅

が
羨
道
の
横
幅
と
共
通
す
る
も
の
。

【
複
室
石
室
Ⅱ
類
（
羨
道
拡
大
型
複
室
）】
玄
門
外
側
に
袖
石
と
仕
切
り
石
で

区
画
し
た
前
室
が
接
続
す
る
複
室
の
横
穴
式
石
室
の
う
ち
、
前
室
の
横
幅
が
羨

道
の
横
幅
よ
り
拡
大
す
る
も
の
。

　

以
上
の
石
室
空
間
設
計
の
分
類
と
、
分
析
過
程
上
で
分
離
し
た
古
墳
構
築
技

術
の
範
型
を
統
合
し
て
、
各
資
料
を
整
理
す
る
。
例
え
ば
、
肥
後
型
の
古
墳
構

築
技
術
を
用
い
て
、複
室
石
室
Ⅰ
類
の
空
間
設
計
を
つ
く
り
上
げ
た
事
例
で
は
、

「
肥
後
型
複
室
石
室
Ⅰ
類
」
と
表
記
す
る
。
同
じ
複
室
石
室
Ⅰ
類
の
空
間
設
計

で
も
、筑
後
型
の
古
墳
構
築
技
術
を
用
い
て
い
れ
ば
、「
筑
後
型
複
室
石
室
Ⅰ
類
」

と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
古
墳
構
築
技
術
と
石
室
空
間
設
計
の
双
方
を
等
価
に
評

価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
三
）
肥
後
型
の
古
墳
構
築
技
術
と
石
室
空
間
設
計

　

九
州
北
部
は
日
本
列
島
に
お
け
る
対
外
交
流
の
主
要
な
窓
口
で
あ
り
、
多
く

の
外
来
文
物
が
見
ら
れ
る
。
古
墳
の
埋
葬
施
設
で
あ
る
横
穴
式
石
室
も
そ
の
一

つ
で
あ
る
。
畿
内
を
中
心
と
す
る
前
方
後
円
墳
墓
制
下
に
お
い
て
、
九
州
北
部

の
人
々
は
独
自
の
対
外
交
流
を
経
て
、
竪
穴
式
石
室
に
見
ら
れ
る
合
掌
形
天

井
を
組
み
合
わ
せ
た
「
北
部
九
州
型
横
穴
式
石
室
」
を
生
み
出
し
た
（
高
木

一
九
九
三
、
柳
沢
一
九
九
〇
・
二
〇
〇
五
）。
ま
た
、
九
州
西
部
で
は
穹
窿
状
天

井
（
ド
ー
ム
状
天
井
）
と
い
う
朝
鮮
半
島
の
特
徴
を
よ
り
強
く
遺
し
た
「
肥
後

型
横
穴
式
石
室
」
も
同
時
期
に
成
立
す
る
。
こ
の
肥
後
型
横
穴
式
石
室
が
火
国

（
後
の
肥
後
国
領
域
）
の
主
軸
と
な
る
古
墳
構
築
技
術
の
範
型
と
な
る
（
第
３

図
）。
た
だ
し
、
筆
者
の
「
肥
後
型
」
の
定
義
は
、
重
厚
な
研
究
蓄
積
や
調
査

図
面
・
写
真
が
あ
る
石
室
石
積
み
の
情
報
を
基
軸
と
す
る
が
、
石
積
み
と
連
動

す
る
墳
丘
築
造
の
情
報
を
等
価
に
組
み
込
む
こ
と
で「
古
墳
構
築
の
範
型
抽
出
」
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を
志
向
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
く
（
藏
冨
士
一
九
九
九
・
二
〇
〇
七

ａ
ｂ
・
二
〇
〇
九
・
二
〇
二
〇
、
甲
元
二
〇
一
七
・
二
〇
一
九
ａ
、
古
城

二
〇
〇
七
・
二
〇
〇
九
ａ
ｂ
・
二
〇
一
〇
・
二
〇
一
一
）。

【
肥
後
型
（
肥
後
中
期
型
・
肥
後
後
期
型
）】

　

石�

材
：
凝
灰
岩
・
安
山
岩
・
砂
岩
・
片
岩
板
材
を
基
本
石
材
と
す
る
（
高
木

一
九
九
九
）。
古
相
で
は
石
障
、
新
相
で
は
玄
門
・
前
門
・
閉
塞
石
・
石

屋
形
等
で
石
材
の
成
形
・
表
面
調
整
・
施
文
を
行
う
他
、
壁
面
石
材
や
天

井
石
の
切
石
加
工
も
行
う
。
た
だ
し
、
石
材
加
工
率
は
階
層
差
や
系
列
差

と
絡
み
な
が
ら
、
古
墳
毎
に
異
な
る
。

　

墓�

坑
：
古
墳
時
代
中
期
後
半
（
Ｔ
Ｋ
４
７
型
式
期
）
以
前
で
は
、
土
手
状
盛

土
を
成
形
し
た
後
に
墓
坑
を
掘
り
込
む
構
築
手
順
が
塚
坊
主
古
墳
で
確
認

で
き
る
。
墓
坑
の
掘
削
深
度
は
お
お
む
ね
石
屋
形
側
壁
と
類
似
す
る
。
古

墳
時
代
後
期
以
降
は
良
好
な
調
査
事
例
は
な
い
が
、
御
霊
塚
古
墳
等
の
墳

丘
盛
土
状
況
か
ら
墓
坑
の
掘
削
深
度
は
浅
い
こ
と
が
把
握
で
き
る
。ま
た
、

墳
丘
未
調
査
古
墳
の
踏
査
所
見
も
勘
案
す
る
と
、
墓
坑
の
掘
削
深
度
は
最

大
で
も
腰
石
程
度
と
見
ら
れ
る
。

　
　

�　

調
査
数
が
少
な
い
た
め
、
墓
坑
掘
削
の
違
い
が
時
間
差
・
集
団
差
・
階

層
差
・
地
質
差
等
の
い
ず
れ
の
要
因
に
起
因
す
る
か
の
検
証
が
不
十
分
で

あ
り
、
実
際
に
は
集
団
差
や
階
層
差
等
に
よ
っ
て
前
後
関
係
が
逆
転
す
る

事
例
も
内
包
す
る
と
見
ら
れ
る
が
、
大
局
的
に
は
墓
坑
掘
削
の
違
い
（
古

墳
構
築
手
順
・
作
業
空
間
等
）
の
違
い
は
時
間
差
（
技
術
改
良
）
と
想
定

す
る
（
筌
瀬
二
〇
〇
四
）。

　

作�

業
制
限
：
古
墳
時
代
中
期
後
半
以
前
は
、
す
り
鉢
状
に
窪
ん
だ
土
手
状
盛

土
の
中
心
に
掘
削
し
た
墓
坑
内
で
石
室
石
積
み
を
行
う
。
墓
坑
外
は
足
場

が
不
安
定
な
た
め
、
基
本
的
に
は
墓
坑
内
で
の
石
屋
形
設
置
・
石
積
み
作

業
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
墓
坑
周
囲
に
土
手
状
盛
土
が
存
在
す
る
た
め
、

壁
面
下
部
で
の
石
材
搬
入
路
は
石
室
開
口
方
向
が
有
力
視
で
き
る
。
壁
面

上
部
で
は
、
壁
面
石
材
と
土
手
状
盛
土
の
間
に
裏
込
め
盛
土
を
水
平
に
積

み
、同
部
分
を
作
業
面
（
石
材
仮
設
置
場
）
に
利
用
し
た
と
判
断
で
き
る
。

　
　

�　

古
墳
時
代
中
期
後
半
以
後
で
は
、
墳
丘
盛
土
に
先
行
し
て
墓
坑
掘
削
を

実
施
す
る
た
め
、
壁
面
下
部
で
は
墓
坑
内
外
か
ら
石
を
積
む
こ
と
が
で
き

る
。
壁
面
上
部
の
作
業
で
は
裏
込
め
盛
土
上
で
の
作
業
が
基
本
と
な
る
。

　

袖�

部
：
古
墳
時
代
中
期
前
半
に
お
い
て
は
、
板
石
平
積
み
で
玄
門
部
を
構
築

す
る
（
第
５
図
）。
古
墳
時
代
中
期
後
半
の
肥
後
南
部
で
は
、
玄
門
平
積

み
を
覆
う
化
粧
板
石
が
確
認
で
き
る
。
肥
後
北
部
で
は
北
部
九
州
型
石
室

と
共
通
す
る
立
柱
石
が
採
用
さ
れ
る
。
古
墳
時
代
後
期
に
な
る
と
、
さ
ら

に
様
相
は
複
雑
と
な
り
、
屍
床
を
玄
門
に
取
り
込
ん
だ
二
重
袖
石
や
、
石

棺
前
壁
を
取
り
込
ん
だ
刳
り
貫
き
玄
門
・
独
立
立
柱
石
も
加
わ
る
。

　

壁�

体
：
古
墳
時
代
中
期
で
は
石
室
内
に
石
障
を
配
す
る
た
め
平
面
方
形
を
基

軸
と
す
る
が
、
古
墳
時
代
後
期
前
半
に
は
上
部
石
積
み
（
穹
窿
状
天
井
）

を
に
ら
ん
で
平
面
形
が
湾
曲
す
る
事
例
が
増
加
す
る
。
小
型
板
状
石
材
の

水
平
積
み
を
基
軸
と
し
な
が
ら
、
古
墳
時
代
中
期
後
半
以
降
は
切
石
積
み

や
腰
石
・
石
屋
形
・
石
棚
も
利
用
す
る
。
な
お
、
石
屋
形
・
石
棚
は
壁
面

の
重
量
負
荷
分
散
に
効
果
は
あ
る
が
、
壁
面
維
持
に
不
可
欠
な
存
在
で
は

な
い
（
藏
冨
士
一
九
九
七
・
二
〇
〇
二
・
二
〇
一
〇
）。

　

持�
ち
送
り
：
古
墳
時
代
中
期
以
来
、
板
石
利
用
に
よ
る
小
単
位
の
横
目
地
を

利
用
し
た
微
調
整
が
可
能
で
あ
る
。
玄
室
下
部
で
は
埋
葬
空
間
確
保
の
た

め
、
持
ち
送
り
角
度
は
小
さ
い
。
お
お
よ
そ
石
屋
形
上
端
、
石
棚
・
玄
門

眉
石
の
架
構
位
置
（
力
学
的
安
定
面
）
か
ら
持
ち
送
り
角
度
を
大
き
く
し
、

穹
窿
状
天
井
を
構
築
す
る
。
隅
消
し
を
志
向
す
る
が
、部
分
的
に
隅
角（
縦
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肥後型八代海系列

宇土型横穴式石室

宇土型肥後北部系列

宇土型肥後南部系列

八代海型横穴式石室

横口式石棺

（菊池川中流域）

12
13

14

15

1617

20

21

22
23

24

25 27

【肥後型緑川系列】
1：井寺古墳
2：国越古墳
【肥後型白川系列】
3：千金甲 1号墳
4：千金甲 3号墳
5：二軒小屋古墳
【肥後型菊池川系列】
6：伝左山古墳
7：塚坊主古墳
8：大坊古墳
9：馬塚古墳
10：弁慶ヶ穴古墳
11：オブサン古墳
【肥後型八代海系列】
12：小鼠蔵 1号墳
13：大鼠蔵尾張宮古墳
14：大戸鼻北古墳
15：田川内 1号墳
【肥後型天草系列】
16：新田古墳
17：御霊塚古墳
【肥後型内部の中間型式】
18：チブサン古墳
19：鬼のいわや古墳

【横口式石棺】
20：江田船山古墳
【宇土型肥後南部系列】
21：宇賀岳古墳（復元図）
22：天福寺裏山 3号墳
23：鬼の釡古墳　
【宇土型肥後北部系列】
24：永安寺東古墳
25：江田穴観音古墳

【八代型】
26：大野窟古墳

【八代海型】
27：行西 1号墳

肥後型天草系列（円錐積み架構）
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前半

百済型横穴式石室（漢城期百済・百済前期型）

肥後型白川系列肥後型緑川系列

前半

後半

肥後型横穴式石室（円錐積み架構） 肥後型横穴式石室（半階段積み架構）

肥後型菊池川系列

後半

中頃

前半

中頃

八代型横穴式石室

北部九州型横穴式石室4
世
紀

5
世
紀

中頃

7
世
紀

第 3図　肥後における横穴式石室墳の系統関係（S=1/300）

6
世
紀

後半

（中間型式）

（中間型式）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

18

19

26

地下式板石積石室墓

※古墳構築技術の範型のうち、とくに壁面・天井の石積みの系統関係を図示した。

岩橋型
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目
地
）
を
残
す
も
の
も
多
い
。

　

天�
井
石
の
搬
入
：
古
墳
時
代
中
期
で
は
土
手
状
盛
土
上
を
経
由
し
て
、
裏
込

め
盛
土
上
に
引
き
上
げ
る
。
傾
斜
度
は
大
き
い
が
、
裏
込
め
盛
土
上
面
が

水
平
に
近
い
た
め
安
定
し
た
足
場
で
作
業
が
で
き
る
。
ま
た
、
穹
窿
状
天

井
の
長
所
を
活
か
し
、
石
室
床
面
規
模
に
比
べ
て
、
天
井
石
は
小
型
に
な

る
。
ま
た
、
八
代
海
周
辺
で
は
大
型
板
石
を
階
段
状
に
積
み
上
げ
て
天
井

を
塞
ぐ
架
構
も
見
ら
れ
る
（
第
４
図
）。
古
墳
時
代
後
期
は
墓
坑
が
浅
い

状
態
で
、
天
井
石
を
裏
込
め
盛
土
上
に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。
丘
陵

斜
面
の
最
大
限
利
用
を
想
定
す
る
と
、
墳
丘
後
背
部
か
ら
の
引
き
上
げ
が

有
力
視
で
き
る
。

　

墳�

丘
盛
土
：
古
墳
時
代
中
期
後
半
（
Ｔ
Ｋ
４
７
型
式
期
）
で
は
、
土
手
状
盛

土
を
利
用
し
た「
西
日
本
的
工
法
」を
応
用
し
た
盛
土
が
確
認
で
き
る（
青

木
二
〇
〇
三
）。
古
墳
時
代
後
期
に
主
体
と
な
る
墳
丘
盛
土
は
、
墳
丘
拡

張
型
と
見
ら
れ
、
か
つ
墓
坑
掘
削
深
度
が
総
じ
て
浅
い
こ
と
か
ら
盛
土
量

が
多
い
。
盛
土
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
の
墳
丘
内
石
列
や
土
塊
列
等
の
利
用

が
想
定
で
き
る
。

　

以
上
、
古
墳
構
築
の
視
点
か
ら
肥
後
型
を
再
定
義
し
た
が
、
古
墳
時
代
中
期

後
半
か
ら
後
期
前
半
に
か
け
て
、
墳
丘
優
先
築
造
か
ら
石
室
優
先
築
造
へ
の
変

遷
が
想
定
で
き
、
作
業
空
間
や
石
材
搬
入
路
等
を
含
め
た
作
業
手
順
に
違
い
が

あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
本
視
点
は
今
後
の
調
査
蓄
積
を
経
て
、範
型
の
分
離（
肥

後
中
期
型
・
肥
後
後
期
型
）
を
想
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

次
に
肥
後
型
と
組
み
合
う
石
室
空
間
設
計
は
多
様
で
、
時
間
差
と
集
団
差
が

絡
み
な
が
ら
展
開
す
る
。
時
間
差
で
見
れ
ば
、大
局
的
に
は
単
室
無
羨
道
石
室
・

単
室
短
羨
道
石
室
Ⅰ
類
か
ら
単
室
短
羨
道
石
室
Ⅰ
類
・
単
室
長
羨
道
石
室
Ⅰ
類
・

複
室
石
室
Ⅰ
類
・
複
室
石
室
Ⅱ
類
へ
と
多
様
化
す
る
。
ま
た
、
古
墳
時
代
後
期

の
石
室
空
間
設
計
で
は
、
火
国
内
部
で
の
集
団
差
が
把
握
で
き
、
菊
池
川
流
域

で
は
複
室
石
室
Ⅱ
類
、
緑
川
流
域
で
は
複
室
石
室
Ⅰ
類
、
宇
土
半
島
・
天
草
諸

島
・
八
代
海
沿
岸
で
は
複
室
石
室
Ⅰ
類
に
加
え
て
、
単
室
短
羨
道
石
室
Ⅰ
類
が

主
体
的
に
採
用
さ
れ
る
（
古
城
二
〇
〇
七
）。

（
四
）
宇
土
型
の
古
墳
構
築
技
術
と
石
室
空
間
設
計

　

日
本
列
島
に
お
け
る
横
穴
系
埋
葬
施
設
の
導
入
に
は
、
大
き
く
四
つ
の
方
向

性
が
内
包
さ
れ
て
い
る
（
小
嶋
二
〇
一
八
ｃ
）。
筆
者
が
考
え
る
四
つ
の
方
向

性
と
は
、「
百
済
型
石
室
を
導
入
す
る
方
向
性
（
肥
後
型
石
室
・
畿
内
型
石
室
）」、

「
竪
穴
式
石
室
に
横
口
を
取
り
付
け
る
方
向
性
（
北
部
九
州
型
石
室
・
竪
穴
系

横
口
式
石
室
）」、「
石
棺
に
横
口
を
取
り
付
け
る
方
向
性
（
横
口
式
石
棺
）」、「
横

方
向
か
ら
埋
葬
施
設
を
掘
削
す
る
方
向
性
（
横
穴
墓
・
地
下
式
横
穴
墓
）」
で

あ
る
（
註
６
）。
こ
れ
ら
は
横
方
向
の
出
入
口
と
い
う
新
施
設
の
付
加
を
基
準

と
し
た
方
向
性
で
あ
る
が
、
同
時
に
天
井
構
造
と
も
相
関
関
係
に
あ
る
。
そ
の

要
因
は
、
横
方
向
か
ら
の
主
体
部
内
へ
の
入
退
室
・
葬
送
儀
礼
の
実
施
が
、
玄

室
空
間
の
拡
大
を
促
す
こ
と
で
、
天
井
部
を
い
か
に
維
持
す
る
か
と
い
う
構
造

的
課
題
と
直
面
す
る
点
に
あ
る
。

　

横
穴
系
埋
葬
施
設
化
の
最
も
効
率
的
な
方
法
は
、「
百
済
型
石
室
を
導
入
す

る
方
向
性
（
肥
後
型
石
室
・
畿
内
型
石
室
B
類
」
で
あ
る
（
高
木
一
九
九
三
・

柳
沢
一
九
九
〇
）。
す
で
に
完
成
し
て
い
る
構
築
技
術
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

出
入
口
と
天
井
構
造
の
問
題
は
解
消
さ
れ
る
。
穹
窿
状
天
井
は
半
球
体
の
造
形

美
に
加
え
て
、
天
井
石
の
小
型
化
を
可
能
と
す
る
。
そ
の
反
面
、
方
形
に
組
ん

だ
玄
室
下
部
と
穹
窿
状
に
組
ん
だ
玄
室
上
部
を
組
み
合
わ
せ
る
構
造
は
、
下
部

で
は
半
独
立
的
に
存
在
す
る
壁
面
を
、
上
部
に
お
け
る
持
ち
送
り
で
連
関
さ
せ

て
組
み
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
言
う
な
れ
ば
、
立
方
体
と
半
球
体
を
組
み
合
わ

せ
た
構
造
で
あ
り
、
よ
り
複
雑
な
構
造
認
識
が
も
と
め
ら
れ
る
。
こ
の
構
造
認
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識
に
は
、
素
材
と
な
る
石
材
や
土
量
の
積
算
等
も
内
包
さ
れ
る
。
ま
た
、
有
明

海
沿
岸
で
は
古
墳
時
代
前
期
よ
り
石
棺
埋
葬
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
肥

後
型
石
室
と
は
別
個
に
、「
石
棺
に
横
口
を
取
り
付
け
る
方
向
性
（
横
口
式
石

棺
）」
も
発
現
し
た
（
藏
冨
士
一
九
九
七
・
一
九
九
九
）。
横
口
式
石
棺
の
構
造

認
識
は
、
既
存
の
石
棺
の
構
造
認
識
に
出
入
口
を
付
加
し
た
も
の
と
言
え
る
。

構
造
認
識
が
単
純
で
あ
る
反
面
、
玄
室
空
間
の
拡
大
に
は
制
限
が
あ
り
、
使
用

石
材
の
規
模
や
強
度
に
応
じ
た
安
全
性
の
担
保
と
い
う
前
提
条
件
が
あ
る
。
こ

の
横
口
式
石
棺
を
基
点
に
玄
室
空
間
の
拡
大
に
対
応
し
た
埋
葬
施
設
が
石
棺
式

石
室
で
あ
り
、
筆
者
は
古
墳
構
築
技
術
の
範
型
の
一
つ
と
し
て
「
宇
土
型
」
と

把
握
す
る
（
第
３
図
）（
小
嶋
二
〇
一
五
）。

【
宇
土
型
】

　

石�

材
：
凝
灰
岩
・
安
山
岩
を
基
本
石
材
と
す
る
。
古
相
や
上
位
階
層
墓
に
お

い
て
は
、
切
石
石
材
や
面
取
り
加
工
が
多
用
さ
れ
る
。
石
材
加
工
や
面
取

り
を
行
っ
た
場
所
の
痕
跡
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
粗
割
り
工
程
を
除

け
ば
、
整
形
工
程
は
古
墳
築
造
地
点
に
搬
入
し
た
後
に
な
さ
れ
た
可
能
性

が
高
い
。

　

墓�

坑
：
墓
坑
掘
削
に
先
行
し
て
地
山
整
形
に
よ
り
平
坦
面
を
確
保
す
る
事
例

（
椿
原
古
墳
）
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
墓
坑
の
掘
削
深
度
は
浅
く
、
深
く

て
も
基
底
石
（
腰
石
）
以
下
で
あ
る
。

　

作�

業
制
限
：
基
底
石
を
据
え
る
程
度
の
浅
い
墓
坑
の
た
め
、
全
方
位
か
ら
石

材
の
搬
入
が
可
能
だ
が
、
よ
り
段
差
が
小
さ
い
、
斜
面
下
方
か
ら
の
搬
入

が
有
力
視
で
き
る
。
壁
面
上
部
で
は
裏
込
め
盛
土
上
で
の
作
業
が
基
本
と

な
る
。

　

袖�

部
：
刳
り
貫
き
玄
門
を
用
い
る
。
一
枚
岩
を
「
口
」
字
状
に
刳
り
貫
く
場

合
と
、
二
枚
岩
を
「
Ｌ
」
字
状
や
「
コ
」
字
状
に
加
工
し
て
組
み
合
わ
せ

る
場
合
の
３
種
が
あ
る
。
使
用
石
材
は
切
石
加
工
が
容
易
な
凝
灰
岩
を
用

い
る
。

　

持�

ち
送
り
：
基
底
石
（
腰
石
）
を
設
置
す
る
際
に
傾
斜
を
つ
け
て
設
置
す
る
。

腰
石
上
面
か
ら
、
小
型
切
石
・
扁
平
石
材
で
持
ち
送
り
角
度
を
大
き
く
し
、

穹
窿
状
天
井
を
取
り
込
む
が
、
天
井
高
を
高
く
設
計
し
な
い
た
め
天
井
面

積
が
広
い
。

　

天�

井
石
の
搬
入
：
腰
石
や
上
部
壁
面
の
外
側
に
積
ん
だ
裏
込
め
盛
土
上
を
引

き
上
げ
る
。
肥
後
型
に
比
べ
る
と
天
井
石
が
大
き
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。

ま
た
、
天
井
石
を
成
形
し
、
表
面
加
工
す
る
事
例
（
宇
賀
岳
古
墳
・
江
田

穴
観
音
古
墳
）
が
確
認
で
き
る
。

　

墳�

丘
盛
土
：
墳
丘
拡
張
型
盛
土
に
よ
り
、
石
室
・
裏
込
め
盛
土
を
覆
う
よ
う

に
盛
土
を
行
う
。
椿
原
古
墳
で
は
、
墳
丘
外
端
に
墳
丘
外
装
を
兼
ね
た
土

砂
流
出
防
止
用
の
石
列
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
石
列
以
外
に
も
土
塊
列
を

利
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

宇
土
型
と
組
み
合
う
石
室
空
間
設
計
は
、
単
室
短
羨
道
石
室
Ⅰ
類
と
複
室
石

室
Ⅱ
類
が
確
認
で
き
る
。
主
体
と
な
る
の
は
、
宇
土
半
島
周
辺
に
展
開
す
る
単

室
短
羨
道
石
室
Ⅰ
類
で
、菊
池
川
流
域
で
の
み
複
室
石
室
Ⅱ
類
が
見
ら
れ
る（
小

森
二
〇
一
二
）。

（
五
）
八
代
型
の
古
墳
構
築
技
術
と
石
室
空
間
設
計

　

火
国
（
肥
後
国
の
領
域
）
の
横
穴
式
石
室
で
は
、
古
墳
時
代
中
期
よ
り
穹
窿

状
天
井
が
主
体
的
に
用
い
ら
れ
て
き
た
が
、
古
墳
時
代
後
期
後
半
に
新
た
に

四
壁
均
等
持
ち
送
り
天
井
が
出
現
す
る
。
こ
の
新
た
な
天
井
構
造
は
、
他
地

域
か
ら
の
技
術
移
動
で
も
た
ら
さ
れ
た
と
判
断
で
き
、
そ
の
祖
型
と
し
て
紀

伊
の
横
穴
式
石
室
（
岩
橋
型
横
穴
式
石
室
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
藏
冨
士

二
〇
一
九
・
古
城
二
〇
一
二
ａ
）。
一
方
で
切
石
石
材
や
「
コ
」
の
字
形
屍
床
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配
置
等
の
在
来
要
素
を
複
合
す
る
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
「
八
代
型
」
と
い
う
範

型
で
把
握
し
て
い
る
（
第
３
図
）。

【
八
代
型
】

　

石�

材
：
凝
灰
岩
を
基
本
石
材
と
す
る
。
切
石
石
材
や
面
取
り
加
工
が
多
用
さ

れ
て
お
り
、
肥
後
型
の
井
寺
古
墳
等
で
も
見
ら
れ
る
「
Ｌ
」
字
形
加
工
・

積
み
上
げ
が
見
ら
れ
る
。
石
材
加
工
は
古
墳
築
造
地
点
で
な
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
、
端
材
は
大
野
窟
古
墳
の
床
面
・
墓
道
に
敷
か
れ
た
不
整
形
石
材

等
に
転
用
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

墓�

坑
：
墓
坑
の
調
査
事
例
は
な
い
が
、
旧
地
表
面
と
の
対
応
関
係
か
ら
基
底

石
（
腰
石
）
を
据
え
る
程
度
の
掘
削
深
度
と
見
ら
れ
る
。

　

作�

業
制
限
：
基
底
石
の
据
え
付
け
は
墓
坑
内
で
実
施
し
、
壁
面
上
部
で
は
裏

込
め
盛
土
上
で
石
積
み
作
業
を
行
う
。
裏
込
め
盛
土
量
も
多
い
と
見
ら
れ

る
が
、
壁
面
上
部
の
作
業
空
間
は
限
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。

　

袖�

部
：
立
柱
石
を
用
い
る
他
、
大
野
窟
古
墳
で
は
刳
り
貫
き
玄
門
・
二
重
玄

門
を
併
用
す
る
。

　

持�

ち
送
り
：
基
底
石
（
腰
石
）
に
傾
斜
を
つ
け
て
設
置
す
る
。
大
野
窟
古
墳

で
は
基
底
石
上
に
石
棚
を
設
置
す
る
。
基
底
石
よ
り
上
部
は
、
腰
石
上
面

の
や
や
後
背
よ
り
扁
平
切
石
石
材
を
積
み
上
げ
る
。
持
ち
送
り
角
度
は
基

底
石
よ
り
も
大
き
く
な
る
が
、
比
較
的
近
似
す
る
。
壁
面
石
積
み
の
中
間

で
墳
丘
盛
土
と
連
動
す
る
作
業
休
止
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
肥
後
型
と
の

最
大
の
違
い
は
、
隅
消
し
と
な
る
力
石
の
用
石
が
な
い
点
に
あ
り
、
玄
室

床
面
か
ら
天
井
ま
で
四
隅
に
縦
目
地
が
走
る
。「
四
壁
均
等
持
ち
送
り
」

の
た
め
、
玄
室
平
面
形
が
長
方
形
と
な
る
八
代
型
で
は
、
天
井
平
面
形
も

相
似
形
の
長
方
形
と
な
る
。
ま
た
、壁
面
の
積
み
上
げ
に
際
し
て
は
「
Ｌ
」

字
状
の
切
り
込
み
加
工
が
な
さ
れ
て
お
り
、
壁
面
積
み
上
げ
と
併
行
し
て

石
材
加
工
を
行
う
状
況
が
確
実
視
で
き
る
。

　

天�

井
石
の
搬
入
：
壁
面
の
外
側
に
積
ん
だ
裏
込
め
盛
土
上
を
引
き
上
げ
る
。

厚
み
は
不
明
だ
が
、
天
井
は
一
枚
岩
で
あ
る
た
め
、
大
型
石
材
を
引
き
上

げ
て
い
る
こ
と
が
確
実
視
で
き
る
。
加
え
て
、
玄
室
高
が
極
め
て
高
い
た

め
、
天
井
石
架
構
時
の
作
業
空
間
も
限
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。

　

墳�

丘
盛
土
：
玄
室
高
が
極
め
て
高
い
石
室
を
覆
う
、
高
大
化
し
た
墳
丘
を
築

く
た
め
、
墳
丘
拡
張
型
盛
土
が
確
実
視
で
き
る
。
土
砂
の
流
出
を
防
ぐ
た

め
の
土
塊
列
・
石
列
等
の
利
用
が
推
測
で
き
る
。

　

八
代
型
と
組
み
合
う
石
室
空
間
設
計
は
、
単
室
長
羨
道
石
室
Ⅰ
類
か
ら
派
生

し
た
複
室
石
室
Ⅱ
類
が
確
認
で
き
る
。
大
野
窟
古
墳
に
後
続
す
る
と
見
ら
れ
る

今
城
大
塚
古
墳
は
、
石
室
床
面
の
状
況
が
不
明
で
あ
る
が
、
羨
道
側
壁
に
立
柱

石
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
単
室
長
羨
道
石
室
Ⅰ
・
Ⅱ
類
の
可
能
性
も
あ
る
。

（
六
）
八
代
海
型
の
古
墳
構
築
技
術
と
石
室
空
間
設
計

　

八
代
海
沿
岸
域
、
と
く
に
龍
峯
山
山
麓
に
は
、「
鬼
の
岩
屋
式
石
室
」
と
呼

ば
れ
る
終
末
期
古
墳
が
展
開
す
る
（
古
城
二
〇
一
二
ｂ
）。
大
型
板
状
石
材
の

み
で
壁
面
・
天
井
を
構
成
す
る
た
め
、
古
墳
時
代
後
期
以
前
に
主
流
で
あ
っ
た

穹
窿
状
天
井
を
用
い
な
い
。
鬼
の
岩
屋
式
石
室
の
石
材
に
は
安
山
岩
が
用
い
ら

れ
る
が
、
龍
峯
山
山
麓
に
は
露
頭
が
な
く
、
そ
の
有
力
産
地
と
し
て
八
代
海
南

端
に
位
置
す
る
長
島
が
有
力
産
地
と
さ
れ
る
（
古
城
二
〇
一
二
ｂ
）。
日
本
各

地
に
「
鬼
の
岩
屋
」
と
い
う
同
一
名
称
の
古
墳
が
存
在
す
る
点
と
、
八
代
海
の

石
材
輸
送
を
前
提
に
古
墳
構
築
が
成
立
す
る
点
を
加
味
し
て
、
古
墳
構
築
技
術

の
範
型
名
称
と
し
て
は
「
八
代
海
型
」
と
呼
ぶ
（
第
３
図
）。

【
八
代
海
型
】

　

石�

材
：
安
山
岩
を
基
本
石
材
と
す
る
。
大
き
さ
を
揃
え
た
大
型
板
材
を
用
い

る
こ
と
か
ら
、
転
石
だ
け
で
な
く
母
岩
か
ら
の
切
り
出
し
も
想
定
さ
れ
て
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い
る
。
石
室
構
造
が
単
純
な
た
め
、
各
壁
面
に
用
い
る
石
材
の
規
模
・
数

量
を
正
確
に
算
出
で
き
る
こ
と
か
ら
、
必
要
な
石
材
の
み
を
輸
送
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
必
要
石
材
の
算
出
・
輸
送
労
力

の
削
減
に
よ
り
、
左
右
対
称
形
の
壁
面
構
成
が
発
現
す
る
。

　

墓�

坑
：
墓
坑
は
浅
く
、
各
壁
面
石
材
を
据
え
る
程
度
の
深
度
で
あ
る
。
緩
斜

面
に
立
地
す
る
古
墳
が
多
く
、
斜
面
上
方
で
は
墓
坑
が
深
く
な
る
。

　

作�

業
制
限
：
墓
坑
が
浅
い
た
め
全
方
位
か
ら
の
作
業
が
可
能
で
あ
る
。
奥
壁

を
優
先
し
て
設
置
し
、
奥
壁
を
挟
み
込
む
形
で
側
壁
を
据
え
付
け
る
。
各

壁
面
が
完
成
し
た
後
に
独
立
立
柱
石
を
据
え
る
。
天
井
石
の
据
え
付
け
は

壁
面
外
側
の
裏
込
め
盛
土
上
で
な
さ
れ
る
。

　

袖�

部
：
玄
室
・
前
室
と
も
に
独
立
立
柱
石
を
用
い
る
。
独
立
立
柱
石
の
み
が

失
わ
れ
る
事
例
が
多
数
見
ら
れ
る
た
め
、
力
学
的
に
眉
石
・
天
井
石
の
負

荷
が
あ
ま
り
か
か
っ
て
お
ら
ず
、
区
画
施
設
と
し
て
の
正
確
が
強
い
。

　

持�

ち
送
り
：
基
底
石
（
腰
石
）
に
傾
斜
を
つ
け
て
設
置
す
る
。
大
型
板
状
石

材
の
隙
間
を
充
填
す
る
小
型
石
材
も
、
基
底
石
の
傾
斜
に
準
じ
る
。

　

天�

井
石
の
搬
入
：
壁
面
の
外
側
に
積
ん
だ
裏
込
め
盛
土
上
を
引
き
上
げ
る
。

墳
丘
規
模
と
天
井
石
の
大
き
さ
を
踏
ま
え
る
と
、
据
え
付
け
作
業
の
空
間

は
狭
い
。
天
井
構
造
は
「
中
高
式
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
玄
室
奥

壁
側
天
井
石
と
玄
門
天
井
石
を
据
え
た
後
に
、
玄
室
前
室
側
の
天
井
石
を

据
え
る
手
順
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
玄
室
奥
壁
側
・
玄
門
天
井
石
を
据
え

た
段
階
で
側
壁
基
底
石
上
に
小
型
石
材
を
積
み
上
げ
る
こ
と
に
な
り
、
天

井
石
架
構
と
壁
面
積
み
上
げ
・
裏
込
め
盛
土
が
連
動
し
て
な
さ
れ
る
。

　

墳�

丘
盛
土
：
墳
丘
拡
張
型
盛
土
と
見
ら
れ
る
が
、
石
室
を
露
出
す
る
古
墳
が

多
く
、
盛
土
の
流
出
が
著
し
い
。
土
留
等
の
処
理
が
簡
略
で
あ
っ
た
可
能

性
が
あ
る
。

　

八
代
海
型
と
組
み
合
う
石
室
空
間
設
計
は
、
複
室
石
室
Ⅰ
類
の
み
と
見
ら
れ

る
。
玄
室
・
前
室
の
区
画
は
、
独
立
立
柱
石
に
よ
り
な
さ
れ
、
天
井
・
側
壁
に

は
区
画
施
設
を
も
た
な
い
。

（
七
）
肥
後
に
お
け
る
古
墳
構
築
技
術
の
系
統
関
係
と
特
色

　

鞠
智
城
が
築
か
れ
た
肥
後
国
の
範
囲
内
で
の
古
墳
構
築
技
術
に
つ
い
て
、「
肥

後
型
（
肥
後
中
期
型
・
肥
後
期
型
）」・「
宇
土
型
」・「
八
代
型
」・「
八
代
海
型
」

の
四
つ
の
範
型
を
見
出
し
た
。
他
に
他
地
域
起
源
の
範
型
と
し
て
は
、
少
数
の

北
部
九
州
型
・
筑
肥
型
・
筑
紫
型
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
範
型
は
、
石
室
と

墳
丘
の
双
方
を
統
合
し
た
古
墳
構
築
を
志
向
し
た
も
の
だ
が
、
熊
本
県
域
の
横

穴
式
石
室
墳
は
装
飾
古
墳
に
該
当
す
る
場
合
が
多
く
、
墳
丘
の
発
掘
調
査
事
例

が
少
な
い
た
め
、
情
報
蓄
積
が
不
十
分
で
あ
る
。
現
状
で
は
石
室
の
情
報
に
比

重
を
置
か
ざ
る
を
得
な
い
た
め
、
以
下
で
は
「
○
○
型
石
室
（
○
○
型
横
穴
式

石
室
）」
と
呼
称
す
る
。

　

上
記
の
四
範
型
に
関
す
る
系
統
関
係
、
お
よ
び
石
積
み
技
術
の
特
色
を
探
る

上
で
は
、
㊀
天
井
構
造
・
㊁
腰
石
技
法
・
㊂
袖
石
技
法
の
整
理
が
重
要
で
あ
る
。

㊀
肥
後
型
石
室
の
天
井
構
造

　

肥
後
の
初
期
横
穴
式
石
室
墳
の
多
く
が
、
石
障
系
横
穴
式
石
室
（
狭
義
の

肥
後
型
横
穴
式
石
室
）
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
玄
室
規
模
・
形
状
は
石
障
と

連
動
す
る
（
河
野
一
九
八
二
）。
こ
の
た
め
石
室
下
部
は
立
方
体
構
造
と
な
る

が
、
石
室
上
部
に
つ
い
て
は
意
匠
的
属
性
も
含
め
て
本
質
的
に
は
自
由
設
計
と

な
る
。
九
州
北
部
で
は
竪
穴
式
石
室
に
見
ら
れ
る
合
掌
形
天
井
の
技
術
を
応
用

し
た
が
、
肥
後
で
は
百
済
地
域
の
横
穴
式
石
室
墳
の
系
譜
に
連
な
る
穹
窿
状
天

井
を
踏
襲
し
た
。
た
だ
し
、
八
代
海
周
辺
の
初
期
肥
後
型
石
室
（
小
鼠
蔵
一
号

墳
・
大
鼠
蔵
尾
張
宮
古
墳
等
）
の
穹
窿
状
天
井
で
は
天
井
石
の
架
構
に
癖
が
あ

り
、
大
型
板
状
石
材
を
階
段
状
に
積
み
上
げ
て
天
井
を
塞
ぐ
（
第
４
図
）。
こ
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1. 小鼠蔵 1号墳 2. 大鼠蔵尾張宮古墳 3. 田川内 1号墳

4. 大戸鼻北古墳

5. 大坊古墳 6. 弁慶ヶ穴古墳

7. 井寺古墳

8. 千金光 1号墳 10. 二軒小屋古墳

9. チブサン古墳 11. 鬼のいわや古墳

第 4図　肥後型石室天井の半階段積み架構と円錐積み架構（画像縮尺不同）

円
錐
積
み
架
構

半
階
段
積
み
架
構

※1～ 4・7は古城編 2020 より引用
　5・6・8・9は装飾古墳館模型を撮影
　10・11 は現地撮影
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の
大
型
板
状
石
材
の
半
階
段
積
み
架
構
に
よ
り
、天
井
高
を
そ
れ
ほ
ど
高
め
ず
、

天
井
面
積
が
広
い
段
階
で
天
井
石
を
架
構
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
相
対
的

に
「
天
井
高
が
低
い
」・「
天
井
面
積
が
広
い
」
と
い
う
特
徴
は
長
期
的
に
受
け

継
が
れ
、
八
代
海
沿
岸
と
菊
池
川
流
域
で
系
列
を
形
成
す
る
（
第
３
図
）。

　

上
記
の
半
階
段
積
み
架
構
の
肥
後
型
石
室
と
は
異
な
り
、
よ
り
百
済
型
石
室

の
穹
窿
状
天
井
の
特
徴
を
残
す
円
錐
積
み
架
構
の
肥
後
型
石
室
が
肥
後
中
央
の

宇
土
半
島
基
部
か
ら
緑
川
・
白
川
流
域
に
か
け
て
系
列
的
に
見
ら
れ
る
（
第
３
・

４
図
）。
そ
の
代
表
例
が
千
金
甲
古
墳
群
で
、
八
代
海
沿
岸
の
石
障
系
横
穴
式

石
室
に
比
べ
て
、
相
対
的
に
「
天
井
高
が
高
い
」・「
天
井
面
積
が
狭
い
」
と
い

う
特
徴
を
も
つ
。
天
井
高
を
高
め
、
天
井
面
積
を
狭
く
す
る
こ
と
で
、
精
美
な

穹
窿
状
天
井
と
天
井
石
の
小
型
化
を
実
現
し
た
。
ま
た
、
緑
川
流
域
の
井
寺
古

墳
は
切
り
石
積
み
で
著
名
だ
が
、
天
井
石
の
精
緻
な
加
工
か
ら
も
明
ら
か
な
よ

う
に
天
井
構
造
の
設
計
は
場
当
た
り
的
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
確
実
視
で
き

る
。

　

こ
の
よ
う
に
肥
後
型
横
穴
式
石
室
内
部
に
は
、
大
別
し
て
二
種
類
の
天
井
石

架
構
方
法
（
円
錐
積
み
架
構
・
半
階
段
積
み
架
構
）
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
は

穹
窿
状
天
井
と
い
う
同
一
原
理
内
で
の
相
対
評
価
で
あ
り
、
大
戸
鼻
北
古
墳
の

よ
う
に
半
階
段
積
み
架
構
に
属
す
る
が
、
天
井
面
積
が
広
い
円
錐
形
に
な
る
事

例
も
含
む
。
ま
た
、
現
状
の
資
料
を
時
系
列
で
整
理
す
る
と
、
穹
窿
状
天
井
の

完
成
度
が
高
く
、
百
済
型
石
室
と
よ
り
共
通
す
る
円
錐
積
み
架
構
の
方
が
、
半

階
段
積
み
架
構
よ
り
も
後
出
す
る
。
玄
界
灘
沿
岸
域
の
糸
島
型
・
宗
像
型
石
室

や
九
州
北
部
に
面
的
に
広
が
る
片
袖
気
味
の
石
室
、
墳
丘
高
大
化
、
墳
丘
表
飾

の
検
討
結
果
で
は
、
古
墳
時
代
中
期
前
半
の
初
期
横
穴
式
石
室
の
導
入
に
次
い

で
、
古
墳
時
代
中
期
後
半
～
後
期
前
半
に
か
け
て
、
朝
鮮
半
島
と
の
双
方
向
的

な
技
術
交
流
が
う
か
が
え
る
（
小
嶋
二
〇
一
七
ｂ
・
二
〇
一
八
ｃ
）。
肥
後
型

石
室
で
も
、
国
内
外
の
外
来
要
素
の
導
入
が
複
数
回
及
ん
で
い
る
と
見
た
方
が

よ
い
だ
ろ
う
。

㊁
肥
後
型
・
八
代
型
・
宇
土
型
・
八
代
海
型
石
室
の
腰
石
技
法

　

肥
後
に
お
け
る
腰
石
技
法
は
、「
宇
土
半
島
基
部
以
南
の
地
域
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
玄
室
三
壁
に
腰
石
が
採
用
さ
れ
る
場
合
」
と
「
菊
池
川
流
域
・
白
川
下

流
域
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
側
壁
側
か
ら
腰
石
が
採
用
さ
れ
る
場
合
」
の
二
通
り

が
存
在
し
、
前
者
は
石
障
を
玄
室
三
壁
に
取
り
込
ん
だ
も
の
、
後
者
は
屍
床
を

玄
室
側
壁
に
取
り
込
ん
だ
も
の
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
（
池
田
一
九
八
二
・

藏
冨
士
一
九
九
九
）。
筆
者
は
こ
の
二
系
統
に
加
え
、
横
口
式
石
棺
の
壁
体
を

玄
室
壁
面
に
取
り
込
ん
だ
別
個
の
系
統
を
認
め
、「
石
障
系
腰
石
」・「
屍
床
系

腰
石
」・「
石
棺
系
腰
石
」
の
三
系
統
で
理
解
す
る
（
第
５
図
）。
こ
の
腰
石
技

法
三
系
統
を
古
墳
構
築
技
術
の
範
型
で
整
理
す
る
と
、
石
障
系
腰
石
は
肥
後
型

石
室
（
緑
川
系
列
・
天
草
系
列
）・
八
代
型
石
室
、
屍
床
系
腰
石
は
肥
後
型
石

室
（
白
川
系
列
・
菊
池
川
系
列
）、
石
棺
系
腰
石
は
宇
土
型
石
室
・
八
代
海
型

石
室
に
概
ね
該
当
す
る
。
た
だ
し
、
各
範
型
・
系
列
は
独
立
し
て
存
在
す
る
の

で
は
な
く
、
相
互
に
融
合
を
繰
り
返
す
関
係
に
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
宇

土
半
島
で
出
現
し
た
石
棺
系
腰
石
技
法
は
有
明
海
航
路
を
通
じ
て
北
上
し
、
菊

池
川
流
域
の
肥
後
型
石
室
の
石
障
系
腰
石
技
法
と
も
融
合
す
る
（
第
３
図
）。

㊂
肥
後
型
・
八
代
型
・
宇
土
型
・
八
代
海
型
石
室
の
袖
石
技
法

　

肥
後
に
お
け
る
袖
石
技
法
に
も
、
腰
石
技
法
と
同
様
に
系
統
差
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
、「
玄
門
平
積
み
」・「
立
柱
石
」・「
玄
門
化
粧
板
石
」・「
屍
床
系
袖
石
」・

「
石
棺
系
袖
石
」
の
五
系
統
で
整
理
で
き
る
（
第
５
図
）。
玄
門
平
積
み
は
、
祖

型
と
な
る
百
済
型
石
室
で
見
ら
れ
る
他
、
初
期
の
北
部
九
州
型
石
室
の
石
積
み

と
も
共
通
す
る
も
の
で
、初
期
の
肥
後
型
石
室（
八
代
海
系
列
）で
確
認
で
き
る
。

立
柱
石
は
北
部
九
州
型
石
室
と
共
通
す
る
袖
石
技
法
で
、
出
現
期
の
複
室
を
も
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第 5図　肥後型石室の袖石技法と腰石技法（画像縮尺不同）

1．小田良古墳の石障と裏込め盛土上の壁面石積み 2．大松道古墳の石障系腰石と壁面石積み
　石室壁面の構築に先行して、石障を設置する。石障の設
置は広めの墓坑を掘削してなされた。このため、壁面石積
みは地山ではなく、石障の裏込め盛土上でなされる。

　石障系腰石上の石積みは、地山ではなく、腰石背面の裏
込め盛土上でなされる。壁面の負荷が垂直方向だけでなく、
石室内側にも向かうため、腰石が不自然に破損・内傾する。

５．二軒小屋古墳の屍床系袖石・腰石

3．井寺古墳の玄門平積みと石障と化粧板石
　　玄門平積みを覆い隠すように、開口部側と通路側に化粧
板石を配する。石障と同様に化粧板石にも直狐文や彩色を
施す。

　屍床の区画石を前壁・側壁に取り込んだ石室。前壁下部
では眉石を支える袖石（屍床系袖石）として機能する。側
壁の屍床は前壁は壁面に取り込まれるものの、石屋形側で
は半独立的に存在する。

４．チブサン古墳の屍床と屍床系袖石

　 　玄室側の袖石が石障の直系とも言える屍床の一部材を
兼ねる。袖石は力学的に眉石と無関係で、区画施設とし
てのみ機能する。左袖は二重袖石となり、二重玄門が石
障から連なる意匠的系譜にあることを示唆する。※1・3・4は装飾古墳館模型、2・5は現地撮影
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つ
肥
後
型
石
室
（
菊
池
川
系
列
）
で
見
ら
れ
る
。
玄
門
化
粧
板
石
は
、
玄
門
平

積
み
の
壁
面
に
沿
っ
て
板
状
化
粧
石
を
配
し
た
も
の
で
あ
る
。
井
寺
古
墳
で
は

石
障
と
同
様
の
直
狐
文
を
刻
み
、
両
者
が
有
機
的
に
結
び
付
い
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
こ
の
玄
門
化
粧
板
石
は
、
平
壌
の
南
井
里
一
一
九
号
墓
で
も
確
認
さ

れ
て
お
り
、
両
者
の
関
係
が
注
目
さ
れ
る
（
重
藤
二
〇
二
〇
）。
屍
床
系
袖
石

は
石
障
・
屍
床
の
前
区
画
を
前
壁
に
取
り
込
ん
だ
も
の
で
、
上
述
の
屍
床
系
腰

石
と
同
一
構
造
で
理
解
で
き
る
。
肥
後
型
石
室
（
白
川
系
列
）
の
二
軒
小
屋
古

墳
や
チ
ブ
サ
ン
古
墳
が
典
型
例
で
、
柱
状
石
材
で
は
な
く
、
扁
平
な
板
状
石
材

を
袖
石
に
配
す
る
。
石
棺
系
袖
石
も
上
述
の
石
棺
系
腰
石
と
同
一
構
造
で
理
解

で
き
、
横
口
式
石
棺
前
壁
を
石
室
前
壁
に
取
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
大
別
し

て
、
刳
り
貫
き
玄
門
と
独
立
立
柱
石
の
二
系
統
が
あ
る
。
石
棺
前
壁
が
側
壁
か

ら
半
独
立
的
に
存
在
し
て
い
る
特
徴
を
受
け
継
ぎ
、
石
棺
系
袖
石
は
側
壁
か
ら

の
独
立
傾
向
が
強
い
。
刳
り
貫
き
玄
門
は
宇
土
半
島
・
八
代
海
周
辺
に
広
が
る
。

独
立
立
柱
石
は
石
棺
式
石
室
の
広
が
り
と
と
も
に
、
八
代
海
・
有
明
海
・
東
シ

ナ
海
、
日
本
海
沿
岸
（
山
陰
基
点
）
の
広
域
に
分
布
す
る
（
小
嶋
二
〇
一
五
・

小
松
一
九
九
九
・
古
城
二
〇
一
二
ｂ
）。
独
立
立
柱
石
を
も
つ
八
代
海
型
石
室

も
そ
の
系
譜
を
受
け
継
ぐ
石
室
群
と
言
え
よ
う
。

　

な
お
、
肥
後
で
は
二
重
玄
門
と
な
る
石
室
が
複
数
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
内
実

は
屍
床
系
袖
石
か
ら
展
開
し
た
も
の
（
肥
後
北
部
）
や
石
棺
系
袖
石
か
ら
展
開

し
た
も
の
（
肥
後
南
部
）
を
内
包
す
る
。

（
八
）
火
国
に
お
け
る
古
墳
構
築
技
術
と
石
室
空
間
設
計
の
様
相

　

古
墳
構
築
技
術
の
範
型
と
石
室
空
間
設
計
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
、
火
国
内
外

の
人
的
結
合
関
係
を
探
る
（
第
６
図
）。
ま
ず
、
鞠
智
城
が
所
在
す
る
肥
後
北

部
・
菊
池
川
流
域
は
、
古
墳
時
代
中
期
後
半
か
ら
肥
後
型
石
室
（
半
階
段
積
み

架
構
）
と
複
室
石
室
Ⅰ
・
Ⅱ
類
が
飛
鳥
時
代
ま
で
系
列
を
な
す
。
天
井
石
架
構

や
石
障
の
存
在
か
ら
、
古
墳
時
代
中
期
前
半
に
成
立
し
た
肥
後
型
八
代
海
系
列

か
ら
派
生
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
。
新
出
要
素
と
し
て
は
、
各
地
に
玉
突
き
状

に
広
が
る
前
室
の
創
出
や
、
室
空
間
の
仕
切
り
を
兼
ね
る
立
柱
石
・
二
重
玄
門
、

彩
色
壁
画
、
石
屋
形
が
あ
る
。
古
墳
時
代
後
期
後
半
に
は
、
再
度
、
有
明
海
南

端
で
成
立
し
た
宇
土
型
横
穴
式
石
室
が
波
及
し
、
肥
後
南
部
系
列
と
は
異
な
る

肥
後
北
部
系
列
を
形
成
す
る
。
こ
の
宇
土
型
肥
後
北
部
系
列
は
、
既
存
の
肥
後

型
菊
池
川
系
列
と
同
時
併
存
し
て
お
り
、
相
互
の
要
素
を
融
合
す
る
関
係
に
あ

る
。
ま
た
、
鞠
智
城
近
辺
の
菊
池
川
中
流
域
で
は
、
天
草
周
辺
の
横
穴
式
石
室

と
類
似
す
る
単
室
短
羨
道
石
室
Ⅰ
類
の
肥
後
型
石
室
が
見
ら
れ
る
。
以
上
の
よ

う
に
菊
池
川
流
域
は
強
い
独
自
性
を
発
現
し
つ
つ
も
、
そ
の
技
術
的
基
盤
は
九

州
北
部
・
有
明
海
南
端
・
八
代
海
周
辺
の
古
墳
構
築
技
術
よ
り
断
続
的
に
影
響

を
受
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
な
環
有
明
海
沿
岸
域
の
協
力
関
係

は
、
古
墳
時
代
中
期
の
石
製
表
飾
・
横
口
式
石
棺
の
広
が
り
と
も
共
通
す
る
。

　

次
に
菊
池
川
流
域
以
北
の
様
相
を
探
る
。
諏
訪
川
流
域
（
後
の
筑
後
国
三
毛

郡
域
・
福
岡
県
大
牟
田
市
周
辺
）
は
古
墳
時
代
中
期
に
は
菊
池
川
下
流
域
か
ら

連
綿
と
石
棺
が
運
ば
れ
、
両
者
に
強
い
紐
帯
関
係
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
古

墳
時
代
後
期
後
半
の
古
墳
構
築
技
術
を
見
る
と
、
背
振
山
系
山
麓
に
展
開
す
る

筑
紫
型
が
主
流
範
型
と
な
り
、
有
明
海
北
端
側
と
の
人
的
結
合
が
う
か
が
え
、

肥
後
側
か
ら
離
脱
傾
向
に
あ
る
。
さ
ら
に
北
側
の
南
筑
平
野
中
央
部
で
は
、
八

女
丘
陵
を
中
心
に
筑
後
型
・
八
女
型
と
い
う
異
な
る
古
墳
構
築
技
術
が
展
開
す

る
。
た
だ
し
、
筑
後
型
・
八
女
型
は
と
も
に
、
石
室
空
間
設
計
を
含
め
肥
後
型

菊
池
川
系
列
の
強
い
影
響
下
に
あ
り
、
八
女
丘
陵
周
辺
と
菊
池
川
流
域
で
は
確

実
に
造
墓
動
員
の
重
複
が
う
か
が
え
る
。

　

肥
後
中
央
部
の
白
川
・
緑
川
流
域
で
は
、
肥
後
型
石
室
の
う
ち
、
天
井
石
架

構
に
円
錐
積
み
を
用
い
る
白
川
系
列
・
緑
川
系
列
が
展
開
す
る
。
両
系
列
は
古
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八代型

八女型
（筑紫平野）

八女型
（福岡平野）

筑後型
（耳納山地南）

筑後型
（耳納山地北）

筑紫型
（壱岐系列）

筑紫型
（福岡系列）

筑紫型
（佐賀系列）

筑紫型
（筑豊系列）

豊前型

宗像型 糸島型 畿内系
杵島型

松浦型 八代海型
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：肥後型（菊池川系列）　　
：肥後型（白川・緑川系列）
：肥後型（天草系列）
：宇土型
：八代型
：八代海型

：筑紫型（福岡・佐賀系列）
：筑紫型（壱岐系列）
：筑紫型（筑豊系列）・豊前型
：畿内系
：杵島型
：二重壁石・独立立柱石石室群（松浦型他含む）

：八女型・筑後型
：宗像型
：糸島型

第 6図　6-7 世紀の横穴式石室墳の様相（石室 S=1/300）

肥後型
（菊池川系列）

肥後型
（白川系列）

肥後型
（緑川系列）

肥後型
（天草系列）

宇土型
（肥後南部系列）

宇土型
（肥後北部系列）
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墳
時
代
中
期
前
半
に
成
立
し
た
八
代
海
系
列
の
直
系
に
あ
た
る
が
、
天
井
石
架

構
方
法
の
型
式
差
が
大
き
く
、「
朝
鮮
半
島
か
ら
の
第
二
波
及
」
を
内
包
す
る

と
見
ら
れ
る
。
緑
川
以
南
で
は
井
寺
古
墳
で
壁
面
の
切
石
積
み
が
採
用
さ
れ
、

宇
土
半
島
・
八
代
海
沿
岸
域
へ
と
同
一
系
列
の
肥
後
型
石
室
が
展
開
す
る
。
こ

の
肥
後
型
緑
川
系
列
を
基
に
、
八
代
型
石
室
が
成
立
す
る
。
石
室
空
間
設
計
は

白
川
系
列
が
単
室
短
羨
道
石
室
Ⅰ
類
か
ら
複
室
石
室
Ⅰ
類
に
変
遷
、
緑
川
系
列

で
は
単
室
短
羨
道
石
室
Ⅰ
類
が
確
認
で
き
る
。
上
流
部
（
阿
蘇
地
域
）
の
上
御

倉
古
墳
・
下
御
倉
古
墳
は
、肥
後
北
部
の
菊
池
川
系
列
の
要
素
が
強
い
石
室
（
複

室
石
室
Ⅱ
類
）
で
あ
る
。

　

肥
後
南
部
は
肥
後
型
石
室
の
成
立
地
域
で
あ
り
、
古
墳
時
代
中
期
に
は
百
済

型
・
北
部
九
州
型
・
地
下
式
板
石
積
石
墓
の
三
者
の
要
素
を
融
合
し
た
肥
後
型

八
代
海
系
列
が
展
開
す
る
（
宇
野
二
〇
一
二
）。
古
墳
時
代
後
期
前
半
の
良
好

な
資
料
に
恵
ま
れ
な
い
が
、
緑
川
系
列
に
属
す
る
国
越
古
墳
（
切
石
積
み
の
肥

後
型
石
室
）
が
上
位
階
層
墓
で
の
基
軸
と
な
る
。
古
墳
時
代
後
期
後
半
に
は
、

最
上
位
階
層
墓
で
八
代
型
、
宇
土
半
島
周
辺
で
宇
土
型
、
天
草
周
辺
で
肥
後
型

天
草
系
列
が
展
開
す
る
。
肥
後
型
天
草
系
列
は
天
井
石
架
構
が
円
錐
積
み
で
、

緑
川
・
白
川
系
列
と
共
通
す
る
。
石
室
空
間
設
計
は
肥
後
型
八
代
海
系
列
・
緑

川
系
列
、
宇
土
型
肥
後
南
部
系
列
と
共
通
す
る
単
室
短
羨
道
石
室
Ⅰ
類
で
平
面

形
も
類
似
す
る
。
宇
土
型
石
室
は
宇
土
半
島
基
部
を
中
心
に
展
開
す
る
が
、
遠

隔
地
（
南
限
）
の
事
例
と
し
て
球
磨
川
上
流
域
の
鬼
の
釜
古
墳
が
挙
げ
ら
れ
る
。

飛
鳥
時
代
の
終
末
期
古
墳
と
し
て
は
、
八
代
海
型
石
室
が
八
代
海
の
南
北
航
路

を
前
提
に
展
開
す
る
（
古
城
二
〇
一
二
ｂ
）。

　

以
上
の
よ
う
な
横
穴
式
石
室
墳
の
様
相
は
、
横
穴
墓
の
動
向
か
ら
見
え
る
地

理
的
区
分
と
も
概
ね
類
似
し
て
お
り
、
横
穴
式
石
室
墳
と
横
穴
墓
の
総
合
的
研

究
・
相
互
検
証
で
よ
り
堅
実
な
研
究
成
果
が
期
待
で
き
る
（
宇
野
二
〇
一
一
・

髙
木
二
〇
一
九
）。

　

最
後
に
有
明
海
を
挟
ん
だ
火
国
・
肥
前
国
の
概
要
を
述
べ
る
。
同
地
域
で

は
、
古
墳
時
代
中
期
～
後
期
前
半
に
か
け
て
、
佐
賀
平
野
中
央
部
（
肥
前
国
佐

嘉
郡
）
で
は
舟
形
石
棺
・
横
口
式
石
棺
・
石
製
表
飾
、
唐
津
湾
沿
岸
で
は
石
障

系
石
室
が
分
布
し
て
お
り
、
肥
後
と
の
つ
な
が
り
が
う
か
が
え
る
。
た
だ
し
、

主
た
る
古
墳
構
築
技
術
は
、
西
彼
杵
半
島
等
の
肥
前
国
西
部
の
非
古
墳
文
化
地

域
の
除
く
と
、
全
域
で
北
部
九
州
型
が
主
体
と
な
る
（
小
松
一
九
九
九
・
宮
崎

二
〇
一
九
・
蒲
原
二
〇
一
九
）。
古
墳
時
代
後
期
後
半
で
は
、
背
振
山
地
南
麓

の
佐
賀
平
野
に
お
い
て
群
集
墳
造
営
が
活
発
化
し
、
ひ
ろ
く
筑
紫
型
（
佐
賀
系

列
）
が
分
布
す
る
。
佐
賀
平
野
東
端
・
筑
後
川
北
岸
で
は
筑
後
型
が
一
部
分
布

す
る
が
、
数
量
的
に
は
筑
紫
型
が
圧
倒
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
佐
賀
平
野
西
端

で
は
、
松
浦
回
廊
（
松
浦
川
・
牛
津
川
流
域
）
を
中
心
に
玄
門
袖
部
平
積
み
の

横
穴
式
石
室
が
見
ら
れ
、
玄
界
灘
沿
岸
域
（
糸
島
型
石
室
）
と
の
つ
な
が
り

が
う
か
が
え
る
（
小
松
一
九
九
五
・
小
嶋
二
〇
一
八
ｃ
）。
ま
た
、
壱
岐
島
‐

唐
津
湾
沿
岸
‐
松
浦
回
廊
（
松
浦
川
・
牛
津
川
流
域
）
‐
有
明
海
西
部
‐
肥
後

南
部
は
複
室
石
室
Ⅰ
類
（
藏
富
士
分
類
の
西
北
九
州
系
石
室
）・
線
刻
壁
画
が

帯
状
に
分
布
し
て
お
り
、
本
航
路
・
陸
路
が
頻
繁
に
利
用
さ
れ
て
い
た
と
判
断

で
き
る
（
藏
富
士
二
〇
一
一
・
角
二
〇
二
〇
・
西
山
一
九
九
七
）。
ま
た
、
独

立
袖
石
や
二
重
側
壁
を
も
つ
横
穴
式
石
室
墳
（
杵
島
型
・
松
浦
型
）
が
、
有

明
海
西
部
‐
松
浦
回
廊
‐
唐
津
湾
沿
岸
に
や
は
り
帯
状
に
分
布
す
る
（
小
松

一
九
九
九
）。

（
九
）
小
結

　

本
節
で
は
、古
墳
構
築
技
術
と
石
室
空
間
設
計
か
ら
火
国
の
領
域
を
探
っ
た
。

古
墳
時
代
後
期
以
降
の
火
国
は
有
明
海
北
西
側
の
肥
前
領
域
（
佐
賀
県
・
長
崎

県
）
と
、
有
明
海
南
東
側
の
肥
後
領
域
（
熊
本
県
）
で
主
た
る
古
墳
構
築
技
術
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の
範
型
が
異
な
り
、
肥
前
領
域
は
筑
紫
型
（
壱
岐
系
列
・
佐
賀
系
列
）・
杵
島
型
・

松
浦
型
、
肥
後
領
域
は
肥
後
型
・
宇
土
型
・
八
代
型
・
八
代
海
型
が
基
本
組
成

と
な
る
（
第
６
図
）。
肥
後
領
域
に
石
材
加
工
が
容
易
な
凝
灰
岩
を
産
出
す
る

地
質
特
性
を
考
慮
し
て
も
、
壁
面
石
積
み
や
天
井
石
架
構
の
状
況
を
ふ
ま
え
れ

ば
、
肥
前
・
肥
後
の
両
者
で
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
造
営
主
体
（
豪
族
）
が
存
在

し
た
と
判
断
で
き
る
。
た
だ
し
、
肥
前
と
肥
後
が
没
交
渉
な
存
在
で
あ
っ
た
わ

け
で
は
な
く
、
壱
岐
島
‐
松
浦
回
廊
（
松
浦
川
・
牛
津
川
流
域
）
‐
肥
後
南
部

を
中
心
に
、
単
室
長
羨
道
石
室
・
複
室
石
室
Ⅰ
類
と
い
う
石
室
空
間
設
計
や
線

刻
壁
画
の
共
有
が
認
め
ら
れ
、
血
縁
関
係
を
含
む
両
者
の
長
期
的
か
つ
継
続
的

な
人
的
結
合
が
う
か
が
え
る
。

　

次
に
火
国
と
筑
紫
国
の
境
界
を
整
理
す
る
と
、
玄
界
灘
沿
岸
で
は
火
国
の
唐

津
湾
沿
岸
が
筑
紫
型
（
壱
岐
系
列
・
佐
賀
系
列
）・
松
浦
型
、
筑
紫
国
の
糸
島

半
島
が
糸
島
型
・
宗
像
型
と
い
う
組
成
と
な
り
、
後
の
肥
前
国
と
筑
前
国
の
境

で
明
確
に
分
か
れ
る
。
有
明
海
北
側
で
は
筑
後
川
北
岸
の
背
振
山
地
南
麓
が
筑

紫
型
（
佐
賀
系
列
）、
筑
後
川
南
岸
の
耳
納
山
麓
が
筑
後
型
・
八
女
型
と
い
う

組
成
で
、
後
の
肥
前
国
と
筑
後
国
の
境
で
分
か
れ
る
。
有
明
海
東
側
で
は
矢
部

川
流
域
が
筑
後
型
・
八
女
型
、諏
訪
川
流
域
が
筑
紫
型
、菊
池
川
流
域
が
肥
後
型
・

宇
土
型
と
い
う
組
成
と
な
る
。
後
に
矢
部
川
・
諏
訪
川
流
域
が
筑
後
国
、
菊
池

川
流
域
が
肥
後
国
と
な
る
が
、
や
は
り
古
墳
構
築
技
術
の
分
布
と
令
制
国
の
範

囲
が
対
応
す
る
現
象
が
認
め
ら
れ
る
。

　

以
上
の
現
象
を
鑑
み
る
と
、
令
制
国
の
領
域
は
、
単
に
地
理
的
区
分
で
機
械

的
に
設
定
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
古
墳
時
代
に
形
成
さ
れ
た
地
域
秩
序

(

各
豪
族
を
軸
と
す
る
人
的
結
合)

を
取
り
込
む
形
で
設
定
さ
れ
て
い
る
と
判

断
で
き
る
。
た
だ
し
、
古
墳
時
代
後
期
の
豪
族
間
の
人
的
結
合
に
は
、
国
造
制

や
部
民
制
、
ミ
ヤ
ケ
の
設
置
と
い
っ
た
倭
政
権
・
中
央
氏
族
の
動
向
と
い
う
要

素
も
複
合
す
る
。

三
．
火
国
と
鞠
智
城

（
一
）「
海
西
」
概
念
か
ら
見
た
火
国
の
領
域

　

上
記
で
は
古
墳
構
築
技
術
の
様
相
か
ら
、
鞠
智
城
築
造
期
に
お
け
る
火
国
の

領
域
が
、
古
墳
時
代
に
形
成
さ
れ
た
地
域
秩
序
を
取
り
込
む
形
で
設
定
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
論
証
し
た
。
こ
こ
で
は
日
本
列
島
と
い
う
俯
瞰
的
な
視
点
か
ら
火

国
の
領
域
を
検
討
す
る
。

　

後
の
令
制
国
に
取
り
込
ま
れ
る
地
域
秩
序
は
、
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
て
き

た
も
の
だ
が
、
そ
の
画
期
と
な
っ
た
の
は
六
世
紀(

古
墳
時
代
後
期)

で
あ

る
。
六
世
紀
は
中
央
集
権
化
へ
の
胎
動
期
に
あ
た
り
、
近
年
、
倭
政
権
の
地

理
的
認
識
の
転
換
期
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
森
公
章
氏
は
『
日
本
書

紀
』
等
の
表
記
に
お
け
る
「
海
北
」
か
ら
「
海
西
」
の
概
念
を
検
討
し
た(

森

二
〇
一
九)

。
そ
の
成
果
を
要
約
す
る
と
、
海
北
と
い
う
表
記
は
「
倭
王
権
が

北
部
九
州
を
拠
点
に
、
あ
る
い
は
九
州
の
豪
族
の
軍
事
的
活
動
に
依
拠
し
て
朝

鮮
半
島
と
の
通
交
に
臨
ま
ざ
る
を
得
な
い
時
代
相
を
反
映
し
た
も
の
」で
あ
り
、

海
西
と
い
う
表
記
は
「(

倭
王
権
が)

難
波
を
拠
点
と
す
る
吉
士
集
団
、
難
波

館
と
い
う
迎
客
施
設
な
ど
に
よ
る
国
家
的
外
交
機
構
を
整
備
し
、
難
波
‐
児
島

屯
倉
‐
筑
紫
の
那
津
官
家
を
結
ぶ
瀬
戸
内
海
交
通
、
中
国
・
朝
鮮
半
島
へ
の
大

動
脈
を
独
占
し
て
い
く
」
こ
と
で
成
立
し
た
と
整
理
で
き
る
。
こ
の
海
西
概
念

に
当
て
は
め
れ
ば
、
火
国
は
「
筑
紫
の
那
津
官
家
へ
と
至
る
瀬
戸
内
海
交
通
、

中
国
・
朝
鮮
半
島
へ
の
大
動
脈
」
の
外
縁
に
位
置
し
て
お
り
、「
筑
紫
国
の
外

側
」
に
あ
る
範
囲
を
、
す
べ
て
「
火
国
」
と
す
る
領
域
観
が
う
か
が
え
る
（
第

７
図
）。
火
国
は
肥
後
の
よ
う
な
「
古
墳
文
化
地
域
」
だ
け
で
な
く
、
西
彼
杵

半
島
や
五
島
列
島
を
中
心
と
す
る
「
非
古
墳
文
化
地
域
」
も
内
包
し
て
お
り
、
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多
様
な
地
域
実
態
を
も

つ(

宮
崎
二
〇
一
九)

。

同
一
構
造
の
領
域
観

は
、
九
州
島
東
部
の
豊

国
と
日
向
国
の
関
係
に

も
該
当
し
、
瀬
戸
内
海

交
通(

東
西
航
路)

の

要
衝
・
豊
国
の
外
側
は

す
べ
て
日
向
国
と
認
識

さ
れ
る
。
日
向
国
の
範

囲
は
、律
令
制
下
で「
隼

人
」
と
政
治
的
に
設
定

さ
れ
る
人
々
が
居
住
し

た
南
九
州
全
域(

後
の

薩
摩
国
・
大
隅
国)

に

及
び
、
六
～
七
世
紀
に

お
け
る
「
非
古
墳
文
化

地
域
」を
内
包
す
る（
橋

本
二
〇
二
〇
）。
こ
の

よ
う
に
、
六
世
紀
か
ら

の
中
央
集
権
化
の
過
程

で
醸
成
さ
れ
て
き
た
倭

政
権
の
領
域
観
（
西
日

本
）
は
、「
難
波
‐
瀬

戸
内
海
‐
豊
・
筑
紫
‐

壱
岐
‐
対
馬
‐
朝
鮮
半
島
南
岸
」
と
い
う
大
動
脈
を
基
点
に
し
て
お
り
、
そ
の

領
域
観
は
戦
時
侵
攻
体
制
や
戦
時
防
衛
体
制
、
す
な
わ
ち
古
代
山
城
の
分
布
と

も
完
全
に
一
致
す
る
（
第
2
図
）。

　

以
上
か
ら
、
火
国
の
領
域
と
は
、
倭
政
権
が
育
ん
だ
海
西
概
念
と
古
墳
構
築

技
術
・
石
室
空
間
設
計
の
分
布
に
表
出
し
た
地
域
秩
序
の
双
方
が
組
み
合
っ
て

成
立
し
た
と
結
論
で
き
る
（
第
6
・
7
図
）

（
二
）
筑
紫
国
・
火
国
に
お
け
る
軍
事
動
員
の
歴
史
と
鞠
智
城

　

火
国
の
領
域
設
定
を
ふ
ま
え
た
上
で
、「
難
波
‐
瀬
戸
内
海
‐
豊
・
筑
紫
‐

壱
岐
‐
対
馬
‐
朝
鮮
半
島
南
岸
」
の
最
外
縁
に
位
置
す
る
古
代
山
城
・
鞠
智
城

の
役
割
を
追
究
す
る
。
す
で
に
天
智
紀
の
戦
略
で
述
べ
た
よ
う
に
、
古
代
山
城

を
機
能
さ
せ
る
動
員
体
系
は
評
造
軍
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
築
造
期
の
鞠
智

城
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
菊
鹿
盆
地
の
評
造
軍
、
そ
の
歴
史
的
形
成

過
程
に
も
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

菊
池
川
流
域
の
豪
族
は
、江
田
船
山
古
墳
出
土
象
嵌
大
刀
の
銘
文
「
典
曹
人
」

か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
五
世
紀
後
半
に
は
倭
政
権
の
構
成
員
と
な
っ
て
い

る
。
た
だ
し
、
国
造
軍
へ
の
編
成
が
は
じ
ま
る
の
は
、
筑
紫
・
火
・
豊
を
巻
き

込
ん
だ
「
筑
紫
君
磐
井
の
乱
（
五
二
七
‐
五
二
八
年
）」
以
降
で
あ
る
。
こ
の

筑
紫
君
磐
井
が
ど
の
よ
う
な
動
員
体
系
・
範
囲
を
も
っ
て
い
た
の
か
を
、
大
型

古
墳
の
動
員
体
系
（
古
墳
構
築
技
術
の
範
型
・
墳
丘
表
飾
の
系
統
関
係
）
か
ら

検
証
す
る
と
、
筑
紫
君
が
直
接
動
員
で
き
る
主
た
る
範
囲
は
筑
後
川
下
流
域
か

ら
矢
部
川
流
域
に
か
け
て
の
「
八
女
領
域
（
八
女
型
・
筑
後
型
の
Ⅰ
‐
一
・
二

領
域
）」
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
（
第
8
図
）（
小
嶋
二
〇
一
三
・
二
〇
二
〇
ａ
）。

つ
ま
り
、
筑
紫
・
火
・
豊
と
い
う
広
域
で
の
反
乱
（
戦
争
）
に
は
、
筑
紫
君
磐

井
と
同
調
す
る
豪
族
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
り
、
他
の
豪
族
の
命
令
系
統
に
基

づ
く
間
接
動
員
（
筑
紫
連
合
・
有
明
海
連
合
と
称
さ
れ
る
協
力
関
係
）
に
よ
り

対馬島
壱岐島

筑紫国
豊国

沖ノ島

宮難波那津

火国
日向国

第7図　倭政権中枢から眺めた筑紫（６～7世紀）

74



成
立
す
る
（
小
田
二
〇
〇
七
・
甲
元
二
〇
一
九
ｂ
・
柳
沢
二
〇
一
四
）。
考
古

資
料
に
基
づ
い
て
、
間
接
動
員
の
範
囲
を
検
証
す
れ
ば
、
そ
の
筆
頭
に
挙
げ
ら

れ
る
の
が
菊
鹿
盆
地
で
あ
る
（
第
８
図
）・（
註
７
）。
菊
池
川
流
域
に
お
け
る

古
墳
時
代
か
ら
古
代
に
か
け
て
の
交
通
路
を
体
系
的
に
整
理
し
た
高
木
恭
二
氏

の
研
究
に
基
づ
く
と
、
後
の
延
喜
式
西
海
道
本
路
と
車
路
本
路
が
両
地
域
を
つ

な
ぐ
物
流
路
と
し
て
機
能
し
て
い
る
（
高
木
二
〇
一
二
）。
こ
の
南
北
の
物
流

路
を
八
女
地
域
側
か
ら
検
討
す
る
と
、八
女
丘
陵
中
央
を
縦
断
す
る
「
藤
山
道
」

と
の
接
続
が
注
目
で
き
る
。
こ
の
藤
山
道
は
岩
戸
山
古
墳
の
近
傍
を
縦
貫
し
、

両
者
の
有
機
的
な
つ
な
が
り
が
認
め
ら
れ
る
。
八
女
古
墳
群
は
お
お
よ
そ
西
か

ら
東
へ
造
墓
域
が
移
動
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
筆
者
は
そ
の
契
機

と
な
っ
た
の
は
藤
山
道
の
拡
充
と
八
女
丘
陵
中
央
裾
部
の
開
拓
（
水
路
掘
削
に

よ
る
耕
作
地
の
拡
大
）・
山
林
開
発
で
あ
っ
た
と
考
え
る
（
第
９
図
）。
岩
戸
山

古
墳
を
は
じ
め
と
す
る
八
女
西
群
の
築
造
自
体
（
物
資
搬
入
路
の
整
備
等
）
も
、

藤
山
道
拡
充
の
一
助
と
な
っ
た
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
筑
紫
君
磐
井
が
台
頭
す

る
基
盤
に
は
、
南
北
を
つ
な
ぐ
物
流
路
の
拡
充
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
註

８
）。
こ
の
藤
山
道
は
西
海
道
本
路
開
通
以
前
の
最
重
要
縦
貫
道
で
あ
り
、
本

道
を
塞
ぐ
た
め
に
、
筑
後
国
府
先
行
官
衙
・
高
良
山
古
代
山
城
と
組
み
合
う
上

津
土
塁
が
築
か
れ
た
（
註
９
）。
上
津
土
塁
は
発
掘
調
査
に
よ
り
、
筑
紫
大
地

震
の
被
災
痕
跡
が
見
出
さ
れ
て
い
る
た
め
、
六
七
九
年
以
前
の
交
通
路
と
し
て

藤
山
道
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
実
で
あ
る
（
西
谷
二
〇
一
八
・
松
村

一
九
九
四
）。
藤
山
道
を
北
上
す
る
と
、
反
乱
の
最
終
局
地
戦
の
舞
台
と
な
る

御
井
郡
、
筑
後
川
渡
河
を
経
て
三
国
丘
陵
へ
と
至
る
。
三
国
丘
陵
は
筑
前
・
筑

後
・
肥
前
の
三
国
の
境
に
位
置
し
、『
筑
後
国
風
土
記
逸
文
』
に
お
い
て
筑
紫

君
と
火
君
等
が
「
麁
猛
神
」
を
鎮
め
、
安
全
な
峠
越
え
が
果
た
さ
れ
た
と
い
う

伝
承
地
で
あ
り
、
現
在
も
筑
紫
神
社
が
鎮
座
し
て
い
る
（
小
嶋
二
〇
二
〇
ｂ
）。

ま
た
、
本
道
が
通
過
す
る
鳥
栖
市
域
（
梅
坂
炭
化
米
遺
跡
等
）
で
は
六
世
紀
前

半
の
焼
失
集
落
が
見
出
さ
れ
て
お
り
、
磐
井
の
乱
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
磐
井
の
乱
に
お
け
る
戦
闘
も
縦
貫
道
を
軸
に
展
開
し
、
御
井
郡
の
戦
い
も

筑
後
川
渡
河
地
点
が
主
戦
場
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
筑
紫
君
と
縦
貫
道
の
関
係
は
、
考
古
資
料
と
文
献
史
料
の
双

方
か
ら
う
か
が
え
、
筆
者
は
西
海
道
本
路
の
開
通
に
先
行
す
る
縦
貫
道
を
「
筑

紫
縦
貫
道
」
と
呼
ぶ
（
第
10
図
）。
三
国
丘
陵
よ
り
北
方
の
縦
貫
道
と
筑
紫
君

の
関
係
は
不
明
だ
が
、
そ
の
延
長
線
上
に
葛
子
が
献
上
し
た
と
さ
れ
る
糟
屋
屯

倉
が
存
在
す
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
有
明
海
沿
岸
域
を
拠
点
と
す
る
筑
紫
君

と
玄
界
灘
沿
岸
域
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
考
古
資
料
か
ら
の
検
証
が
難
し
い
課

題
で
あ
っ
た
が
、
近
年
、
八
女
古
墳
群
に
お
け
る
古
墳
構
築
技
術
の
範
型
が
整

理
で
き
た
こ
と
で
、
那
珂
・
比
恵
遺
跡
群
（
那
津
官
家
）
に
隣
接
す
る
東
光

寺
剣
塚
古
墳
造
営
、
あ
る
い
は
阿
恵
遺
跡
（
糟
屋
評
衙
）
に
隣
接
す
る
鶴
見

塚
古
墳
造
営
に
お
け
る
筑
紫
国
造
の
関
与
を
よ
り
実
証
的
に
提
示
で
き
る
状

況
に
な
っ
た
（
津
曲
二
〇
〇
四
・
小
嶋
二
〇
二
〇
）。
ま
た
、
他
に
も
東
光
寺

剣
塚
古
墳
出
土
の
石
製
表
飾
片
、
若
杉
今
里
窯
跡
に
お
け
る
八
女
系
須
恵
器
の

生
産
、
飛
燕
式
鉄
鏃
の
分
布
等
の
資
料
蓄
積
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
（
木
村

二
〇
一
三
、
長
・
中
島
二
〇
一
三
、
齊
藤
二
〇
一
四
・
二
〇
一
七
・
二
〇
一
八
、

中
島
二
〇
〇
九
、
西
岡
二
〇
〇
五
、
柳
沢
二
〇
一
四
）。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の

資
料
は
い
ず
れ
も
乱
後
の
筑
紫
国
造
の
活
動
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
り
、
乱
前

の
筑
紫
君
と
の
関
係
を
示
す
資
料
で
は
な
い
。
糟
屋
と
磐
井
の
関
係
は
現
状
の

資
料
を
見
る
限
り
、
痕
跡
が
見
出
し
に
く
い
短
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
葛
子
献
上
の
糟
屋
屯
倉
は
単
独
で
存
在
し
て
い
る

の
で
は
な
く
、
六
世
紀
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
交
通
網
と
連
結
し
て
い
た
と

見
ら
れ
、
筑
紫
国
と
火
国
を
結
ぶ
筑
紫
縦
貫
道
の
拡
充
は
筑
紫
君
・
火
君
等
が
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山路を登りながら

押

押
押 押

押
押

八女領域

菊鹿領域
筑後八女菊池領域

環有明海領域

周防灘沿岸

福岡平野 遠賀川上流域

白川緑川下流域

唐津湾沿岸

壱岐島

糸島半島

：石製表飾（石人石馬）

：横口式家形石棺

：埴輪の押圧技法

：八女系須恵器窯

：大型土師器高坏

：飛燕式鉄鏃

：官家・屯倉

横口式石棺
（江田船山古墳）

石製表飾
（岩戸山古墳）

八女系須恵器
（湯の口 129 号横穴墓）

大型土師器高坏
（名木野 9号墳）

八女型石室
（乗場古墳）

肥後型石室
（チブサン古墳）

筑後型石室
（山内 2号墳）

第 8図　「筑紫君磐井の乱」に関する考古資料とミヤケ
（石製表飾 S=1/60、埴輪 S=1/12、土器 S=1/10、鉄鏃 S=1/8、石棺 S=1/200、石室 =1/300、壁画縮尺任意）

【八女領域：筑紫君の主たる直接動員範囲】
乱前：横口式石棺+筑肥型・筑後型石室+装飾壁画＋石製表飾+埴輪押圧技法
乱後：筑後型・八女型・肥後型石室+石屋形 +装飾壁画 +石製表飾 +埴輪押圧技法+八女系須恵器の生産・消費+大型土師器高坏+飛燕式鉄鏃

【菊鹿領域：筑紫君と継続的に協力関係にある豪族の主たる直接動員範囲】
乱前：横口式石棺+肥後型石室+石屋形 +装飾壁画 +石製表飾 +埴輪押圧技法
乱後：肥後型・宇土型石室+石屋形 +装飾壁画 +石製表飾 +埴輪押圧技法+八女系須恵器の消費+少量の大型土師器高坏+飛燕式鉄鏃

【筑後八女菊池領域：筑紫君に同調した豪族が多かったと見られる範囲】
八女型・筑後型・肥後型石室が主流+装飾壁画 +石製表飾 +埴輪押圧技法有+八女系須恵器の消費+少量の大型土師器高坏+少量の飛燕式鉄鏃

【環有明海領域：乱前より筑紫君と協力関係にあり、筑紫君に同調した豪族を含む範囲】
乱前：舟形石棺+横口式石棺+筑肥型・肥後型石室分布+石製表飾

【筑紫国・火国・豊国：「筑紫君磐井の乱」の最大参画範囲】
福岡平野（乱後：那津官家+糟屋屯倉 +石製表飾 +八女型石室+八女系須恵器窯の生産・消費+飛燕式鉄鏃+大型土師器高坏が分布）
周防灘沿岸・遠賀川上流域・白川緑川下流域（乱後に屯倉設置）、糸島半島（乱後の派遣将軍の駐屯地）、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
唐津湾沿岸・壱岐島（大陸渡航の主要航路・肥後と共通する要素が長期的に見られる地域）

埴輪の押圧技法
（立山山 2号窯跡）

飛燕式鉄鏃
（湯の口 129 号横穴墓）

押

装飾壁画
（弁慶ヶ穴古墳）
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上妻郡衙推定地

上津土塁

立山山窯跡岩戸山古墳

石人山古墳

欠塚古墳

浦山古墳

藤山甲塚古墳

藤山道

広川群

八女西群

八女東群

八女窯群

矢部川

星野川

【広川群：石人山古墳・欠塚古墳等】
　古墳時代中期（5世紀）における八女古墳群の有力墓が築かれる。石人山古墳は、横口式石棺・石製表飾・墳丘規模（約120m）
が環有明海沿岸域の首長墓と共通し、同地域の一首長系列墓と評価される。
　広川群は、八女丘陵西端の低台地と解析谷が入り組んだ場所に散在し、本自然環境を利用した小区画水田に生業基盤があっ
たと考えられる。5世紀後半には八女丘陵東端の立山山窯（埴輪窯）の操業が確認でき、本格的な山林開発が着手される。

【八女東群：八女丸山古墳・童男山古墳群等】
　立山山周辺は古墳時代中期～後期前半にかけて、立山山窯の操業と群集墳造営がなされる。最も低地に位置する八女丸山古
墳は、岩戸山古墳築造直前の前方後円墳で、九州島でも最初期のⅤ群系埴輪（一部、B種ヨコハケ）を樹立する。平野の最深部に
築かれた童男山古墳群は、古墳時代後期後半～飛鳥時代にかけて利用された墓域であり、最新相の石製表飾を有する。　
　八女東群のうち西の立山山周辺は、山林伐採と群集墳造営が連動してなされた場所となる。また、八女東群の北側は小河川が
流れる谷筋があり、同谷筋から水路を掘削することで、八女丘陵中央南裾の開発が可能になっただろう。八女東群の東端は星野
川からの取水水路開削に適した場所であり、同地を見下ろす童男山古墳群の立地は水資源の管理と関係すると見られる。　

【八女西群：岩戸山古墳・乗場古墳等】
　岩戸山古墳を筆頭に大型古墳が集中する墓域。広川群・八女東群よりも後発しており、古墳時代後期以降に造墓活動を本格化
する。岩戸山古墳の埴輪は立山山窯で生産されており、八女東群と接続する物資輸送路の存在が確実視できる。物資輸送路は丘
陵裾の水路と並走していただろう。
　大型古墳が八女西群に集中する最大の要因は、丘陵周囲の開発とあわせて、同丘陵を南北に横断する藤山道の存在が大きい
と考えられる。藤山道は西海道本路開通以前の基幹道であり、北は博多湾、南は菊池川流域に向かう。古墳時代後期（6世紀後半）
には八女産須恵器の南北の流通が確認でき、藤山道が物流を支えていたことを実証する。

【八女窯群：八女古窯跡群】
　立山山の山林資源枯渇後、谷筋を上るように操業された須恵器窯。古墳時代後期（6世紀後半）に操業を開始し、奈良時代（8世
紀前半）まで操業が続く。同窯の製品は菊鹿盆地に大量供給され、筑後川北岸から博多湾にかけても広がる。

第9図　八女古墳群と「藤山道」
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担
っ
て
い
た
こ
と
ま
で
は
認
め
ら
れ
る
。

　

乱
後
の
倭
政
権
は
国
造
制
・
部
民
制
の
展
開

を
通
じ
て
、
複
数
の
命
令
系
統
に
分
断
さ
れ
た

状
態
（
国
造
軍
）
で
は
あ
る
が
、
九
州
北
部
の

豪
族
を
朝
鮮
半
島
で
の
軍
事
活
動
に
大
量
動
員

で
き
る
環
境
を
整
え
た
（
酒
井
二
〇
一
八
）。
当

然
な
が
ら
、
主
要
な
徴
発
対
象
と
な
っ
た
の
は

敗
れ
た
豪
族
達
で
あ
り
、
筑
紫
君
一
族
は
そ
の

筆
頭
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
文
献
史
料
で
は

欽
明
紀
一
五
年
一
二
月
条
に
お
け
る
対
新
羅
戦

で
の
筑
紫
国
造
の
活
躍
、
百
済
の
役
で
唐
軍
捕

虜
と
な
っ
た
筑
紫
君
薩
野
馬
が
知
ら
れ
、
筑
紫

国
造
（
筑
紫
君
）
の
長
期
的
な
軍
事
動
員
が
う

か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
な
筑
紫
国
造
の
軍
事
動

員
の
存
在
を
示
す
考
古
資
料
と
し
て
注
目
す
る

の
が
、
八
女
地
域
に
集
中
分
布
す
る
初
期
の
飛

燕
式
鉄
鏃
で
あ
り
、
当
初
の
所
有
氏
族
の
主
体

は
筑
紫
君
と
考
え
る
（
西
岡
二
〇
〇
五
、
斎
藤

二
〇
一
四
・
二
〇
一
七
・
二
〇
一
八
）。
飛
燕
式
鉄

鏃
の
分
布
範
囲
は
、
六
世
紀
後
半
～
七
世
紀
中
頃

に
か
け
て
筑
紫
縦
貫
道
に
沿
う
よ
う
に
南
北
（
北

の
博
多
湾
側
に
偏
重
）
に
広
が
る
。
特
定
古
墳
群

に
出
土
が
集
中
す
る
状
況
か
ら
、
単
な
る
物
流
で

は
な
く
、
氏
族
間
の
協
力
関
係
や
筑
紫
国
造
の
動

員
を
契
機
と
し
て
広
が
っ
た
と
見
る
。
こ
の
飛
燕

糟屋屯倉

筑紫神社

※地形を基に、①大型古墳・大規模群集墳の立地、②古墳構築技術（横穴式石室墳・埴輪）の共有関係、③須恵器の流通状況、④『日本書紀』・
　『風土記』記載記事を組み合わせて、古墳時代後期～飛鳥時代（白村江の戦い以前）の主要陸路を想定した。古代山城や土塁は参考までに
　図示している。

岩戸山古墳

菊鹿盆地

八女系須恵器
主要流通範囲

第10図　筑紫君・筑紫国造と筑紫縦貫道

　　　：大型古墳・大規模群集墳　　　　：飛燕式鉄鏃　　　　：八女系須恵器窯　　　■ ：官家・屯倉　　　　：水城・土塁　　　　：古代山城
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式
鉄
鏃
と
筑
紫
縦
貫
道
の
相
関
関
係
を
ふ
ま
え
る
と
、
筑
紫
国
造
の
軍
事
動
員

の
過
程
と
し
て
、
本
拠
地
で
あ
る
八
女
領
域
（
後
の
上
妻
評
）
で
同
族
集
団
の

軍
容
を
整
え
た
後
、
筑
紫
縦
貫
道
を
北
上
し
な
が
ら
国
造
指
揮
下
の
人
々
を
順

次
徴
発
す
る
こ
と
で
、
筑
紫
国
造
軍
を
集
結
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
こ
の

よ
う
な
同
一
指
揮
系
統
下
で
の
動
員
も
、
鉄
鏃
形
式
共
有
の
機
会
と
な
っ
た
だ

ろ
う
。

　

火
国
で
の
国
造
軍
編
成
で
は
、
菊
鹿
盆
地
（
菊
鹿
領
域
）
の
人
々
が
そ
の
筆

頭
対
象
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
筑
紫
国
造
と
命
令
系
統
を
分
断
し
た
上
で
、

軍
事
動
員
の
対
象
と
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
痕
跡
の
一
つ
が
、
弁
慶
ヶ
穴

古
墳
の
装
飾
壁
画
に
描
か
れ
た
準
構
造
船
（
外
洋
船
）
に
乗
る
馬
の
存
在
で
あ

り
、『
日
本
書
紀
』欽
明
紀
一
五
年
に
記
さ
れ
た
軍
馬
の
渡
航
を
暗
示
さ
せ
る（
原

田
一
九
七
三
）。

　

以
上
の
よ
う
な
歴
史
を
経
て
、
菊
鹿
盆
地
の
評
造
軍
は
編
成
さ
れ
た
。
古
墳

時
代
後
期
（
六
世
紀
）
に
編
成
さ
れ
た
国
造
軍
は
、
九
州
島
の
豪
族
に
均
一
な

負
担
を
強
い
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
動
員
規
模
は
国
造
制
・
部
民
制
が
併
存

す
る
状
況
下
で
豪
族
毎
に
異
な
っ
て
い
た
と
判
断
で
き
る
（
註
10
）。
筑
紫
縦

貫
道
と
接
続
す
る
菊
鹿
盆
地
は
、筑
紫
君
磐
井
の
乱
後
の
倭
政
権
下
に
お
い
て
、

火
国
（
肥
後
国
）
内
陸
部
に
お
け
る
軍
事
動
員
の
拠
点
（
国
造
軍
の
集
結
地
点
、

兵
糧
・
軍
馬
等
の
物
資
集
積
地
点
）
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

築
造
期
に
お
け
る
鞠
智
城
の
役
割
と
想
定
さ
れ
る
後
方
支
援
機
能
は
、
白
村
江

の
戦
い
後
に
場
当
た
り
的
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
歴
史
的
に
形
づ
く

ら
れ
た
戦
時
侵
攻
体
制
に
立
脚
し
た
も
の
と
結
論
で
き
る
。
筑
紫
国
の
評
造
軍

や
火
国
の
評
造
軍
等
を
動
員
す
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
大
宰
府
都
城
・
古
代
山

城
群
は
機
能
す
る
の
で
あ
る
。
古
代
山
城
の
分
布
は
防
衛
網
と
い
う
要
素
と
と

も
に
、
評
造
軍
を
効
率
的
に
運
用
す
る
単
位
と
い
う
要
素
も
複
合
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

百
済
の
役
以
降
、倭
政
権（
中
大
兄
皇
子
称
制
政
権
）は
、戦
時
侵
攻
体
制（
評

制
・
評
造
軍
）
を
対
処
的
に
改
変
し
て
戦
時
防
衛
体
制
を
構
想
し
た
と
考
え
た
。

こ
の
防
衛
体
制
は
、
古
代
山
城
や
官
道
・
烽
、
す
な
わ
ち
「
施
設
」
の
検
討
か

ら
繰
り
返
し
議
論
さ
れ
て
お
り
、
す
で
に
主
要
な
論
点
は
出
尽
く
し
た
感
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
「
古
代
山
城
（
施
設
）
を
い
か
に
運
用
し
て
防
衛

体
制
を
築
い
た
か
」
で
は
な
く
、「
評
造
軍
（
人
）
を
い
か
に
運
用
し
て
防
衛

体
制
を
築
い
た
か
」
と
い
う
視
点
に
重
点
を
置
い
て
議
論
を
進
め
た
。
戦
時
防

衛
体
制
の
要
と
な
る
評
造
軍
は
、
五
二
七
‐
五
二
八
年
に
勃
発
し
た
筑
紫
君
磐

井
の
乱
後
に
編
成
さ
れ
た
国
造
軍
・
ミ
ヤ
ケ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
に
存
在
す
る
。

鞠
智
城
が
あ
る
菊
鹿
盆
地
は
、
そ
の
歴
史
的
事
件
・
経
過
の
舞
台
で
あ
り
、
筑

紫
縦
貫
道
に
も
接
続
す
る
こ
と
か
ら
九
州
島
内
で
も
早
期
に
国
造
軍
編
成
が
進

ん
だ
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
菊
鹿
盆
地
の
豪
族
と
し
て
は
、
火
君
一
族
に
連
な

る
火
中
君
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
確
証
は
得
ら
れ
て
い
な
い

（
註
11
）。
し
か
し
、
百
済
の
役
に
い
た
る
筑
紫
国
造
の
軍
事
動
員
状
況
を
見
る

と
、
菊
鹿
盆
地
の
人
々
に
も
多
く
の
負
担
が
強
い
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

国
造
軍
・
ミ
ヤ
ケ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
支
え
た
の
は
、
六
世
紀
に
形
成
さ
れ
つ

つ
あ
っ
た
交
通
網
で
あ
り
、
筑
紫
君
磐
井
の
台
頭
要
因
の
一
つ
に
「
筑
紫
縦
貫

道
」
の
存
在
を
想
定
し
た
。
乱
後
の
倭
政
権
は
、
事
実
上
、
こ
の
大
動
脈
を
接

収
す
る
こ
と
で
九
州
島
内
陸
部
の
物
資
集
積
と
効
率
的
な
国
造
軍
動
員
が
可
能

な
環
境
を
手
中
に
収
め
た
と
言
え
る
。
本
研
究
で
は
火
国
の
領
域
設
定
を
検
討

し
た
が
、
筑
紫
国
も
玄
界
灘
と
有
明
海
に
ま
た
が
る
南
北
に
伸
び
た
歪
な
領
域

を
形
成
す
る
。
形
成
要
因
は
複
数
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
に
「
筑
紫
縦
貫
道
を
通
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じ
て
台
頭
し
た
筑
紫
君
」、「
筑
紫
縦
貫
道
を
通
じ
て
動
員
さ
れ
た
筑
紫
国
造
」

の
姿
も
あ
る
。
こ
の
筑
紫
縦
貫
道
は
戦
時
防
衛
体
制
下
で
最
重
要
視
さ
れ
た
陸

路
で
あ
り
、
南
北
の
要
所
で
水
城
・
小
水
城
、
と
う
れ
ぎ
土
塁
・
関
屋
土
塁
、

上
津
土
塁
が
塞
ぎ
、
大
野
城
・
基
肄
城
・
高
良
山
古
代
山
城
・
女
山
古
代
山
城

が
見
下
ろ
す
。
こ
の
大
動
脈
に
古
墳
時
代
よ
り
接
続
し
て
き
た
の
が
菊
鹿
盆
地

で
あ
る
。
倭
政
権
が
構
想
す
る
対
馬
島
‐
壱
岐
島
‐
筑
紫
国
を
主
戦
場
と
す
る

評
造
軍
の
動
員
に
お
い
て
、
鞠
智
城
は
九
州
島
中
央
部
（
肥
後
国
）
の
最
前
線

拠
点
と
評
価
で
き
る
。

　

最
後
に
、
本
研
究
の
基
礎
と
な
っ
た
横
穴
式
石
室
墳
の
調
査
方
法
に
つ
い
て

所
見
を
述
べ
る
。
近
年
の
Ｓ
ｆ
Ｍ
や
ド
ロ
ー
ン
技
術
の
進
展
に
よ
り
、
歴
史
学

は
新
た
な
展
開
を
迎
え
つ
つ
あ
る
（
木
村
二
〇
一
九
）。
甲
元
眞
之
氏
が
危
惧

し
た
石
室
天
井
見
上
げ
の
記
録
も
、
調
査
者
の
問
題
意
識
に
関
わ
ら
ず
、
技
術

革
新
に
よ
り
果
た
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
（
甲
元
二
〇
一
七
）。
た
だ
し
、
こ

れ
ら
の
記
録
技
術
は
表
面
情
報
に
特
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
墳
丘
内
部（
地
中
）

の
情
報
が
調
査
者
の
問
題
意
識
に
依
る
状
況
に
変
わ
り
は
な
い
。
墳
丘
内
の
調

査
で
石
列
や
土
塊
列
の
存
在
が
認
知
さ
れ
て
久
し
い
が
、
一
方
で
力
学
的
に
石

室
構
造
・
墳
丘
構
造
と
無
関
係
に
埋
没
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
問
題
意
識
が

向
け
ら
れ
て
い
な
い
。
横
穴
式
石
室
墳
の
構
築
で
は
、
見
込
み
で
石
材
を
集
積

し
て
組
み
上
げ
る
た
め
、
不
要
石
材
が
高
確
率
で
発
生
し
、
壁
面
積
み
上
げ
の

作
業
面
に
置
い
た
ま
ま
盛
土
を
積
み
上
げ
る
事
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。
本
研
究

の
主
対
象
と
な
っ
た
肥
後
型
石
室
は
集
積
石
材
が
膨
大
な
た
め
、
確
実
に
不
要

石
材
が
発
生
す
る
。こ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
処
理
し
て
い
る
か
を
探
る
こ
と
で
、

よ
り
精
緻
な
情
報
が
記
録
で
き
る
。
実
際
に
墳
丘
断
ち
割
り
調
査
を
実
施
し
た

塚
坊
主
古
墳
の
調
査
記
録
で
も
、
石
積
み
作
業
面
で
の
不
要
石
材
の
埋
没
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
石
材
搬
入
路
や
作
業
面
・
作
業
姿
勢
等
の

問
題
意
識
は
低
く
、
横
穴
式
石
室
墳
の
調
査
方
法
に
は
い
ま
だ
改
良
点
が
あ
る

こ
と
を
提
起
し
て
結
び
と
す
る
。

第 11 図　塚坊主古墳盛土内の不要石材

墳丘後円部盛土（石室裏込め盛土）中に埋没した不要石材
　石室構造とは力学的に無関係に埋没する石材で、もともとは石室壁面に使用するために持ち込まれ
たものである。石室壁面の構築にあたっては下部・隣接石材とのかみ合わせを現場で調整するため、
複数の石材を「見込み」で作業場所（壁面裏込め盛土上）に運び込む。このため、「見込み」が外れ
てしまう不要石材も、少なからず発生する。不要石材は壁面の別箇所に使用する他、作業場所から撤
去し、墳丘内石列（土留）・墳丘外護列石・石室敷石等に転用する場合もある。また、作業場所に放
置したまま盛土で覆う（埋め殺し）場合も多い。
　このような不要石材について、三次元的に情報を記録することで、石室構築時の作業位置や作業姿
勢・作業単位、さらには大型石材の搬入や天井石架構作業の小工程等の実証的解明につながる。
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【
註
】

註
1
：「
地
域
勢
力
築
造
説
」
に
つ
い
て
は
、
向
井
二
〇
一
七
で
学
史
的
整
理
と
そ
の

問
題
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

註
２
：「
戦
時
下
に
お
け
る
古
代
山
城
は
、
開
戦
当
初
か
ら
「
戦
場
（
防
御
施
設
）」
と

し
て
の
利
用
を
想
定
し
て
お
ら
ず
、ま
ず
は
①
兵
士
の
集
結
場
所
（
派
兵
）、②
兵
糧
・

兵
器
の
守
衛
（
供
給
）、
③
高
所
か
ら
の
敵
軍
把
握
と
し
て
の
機
能
を
想
定
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
主
戦
場
は
軍
勢
の
進
軍
速
度
が
速
い
交
通
路
（
官
道
）
で
あ
り
、

峠
（
関
）
や
河
川
（
渡
河
地
点
）、
港
（
上
陸
地
点
）
を
基
本
的
な
迎
撃
地
点
と
し

て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
迎
撃
に
際
し
て
は
、置
盾
を
基
点
と
し
た
陣
地
を
構
築
し
、

弓
矢
を
用
い
た
長
距
離
戦
闘
を
主
体
と
し
て
い
た
。
戦
局
は
弓
矢
・
弩
矢
を
か
い
く

ぐ
っ
た
歩
兵
・
騎
兵
の
突
撃
に
左
右
さ
れ
、
追
撃
で
は
騎
兵
が
主
体
的
に
用
い
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
基
本
装
備
は
兵
士
各
人
の
自
備
を
原
則
と
す
る
が
、
消
耗
品
で

あ
る
矢
は
公
的
に
備
蓄
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
…
（
中
略
）
…
迎
撃
に

失
敗
し
た
際
に
、は
じ
め
て
古
代
山
城
が
防
御
施
設
と
し
て
の
運
用
が
本
格
化
す
る
。

日
本
列
島
に
お
け
る
古
代
山
城
の
具
体
的
な
戦
闘
描
写
の
記
録
が
な
く
、
そ
の
運
用

の
実
像
は
依
然
と
し
て
論
拠
に
乏
し
い
。
現
代
の
合
理
的
思
考
に
基
づ
け
ば
、
③
高

所
か
ら
の
敵
軍
把
握
を
基
に
襲
撃
地
点
の
城
門
・
城
壁
（
土
塁
）
に
兵
士
を
集
結
さ

せ
る
こ
と
を
基
本
戦
術
に
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
敵
軍
は
進
軍
速
度
が
遅
く
な

る
傾
斜
地
を
登
る
た
め
、
敵
軍
の
視
認
を
経
た
対
処
的
戦
闘
を
想
定
し
て
い
た
だ
ろ

う
。
そ
し
て
、
当
然
な
が
ら
④
高
所
か
ら
の
長
距
離
戦
闘
が
主
体
で
あ
っ
た
こ
と
は

容
易
に
考
え
ら
れ
る
」（
小
嶋
二
〇
一
六
ｃ
）。 

註
３
：
小
田
富
士
雄
氏
は
、
築
城
記
事
が
な
い
鞠
智
城
は
第
二
次
防
衛
網
と
位
置
付
け

る
（
小
田
二
〇
一
六
）。

註
４
：
古
墳
時
代
の
研
究
に
お
い
て
、
国
家
祭
祀
と
し
て
の
沖
ノ
島
祭
祀
の
開
始
に
伴

い
、
沖
ノ
島
を
経
由
し
た
朝
鮮
半
島
へ
の
直
接
航
路
が
開
拓
さ
れ
た
と
す
る
説
が
多

く
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
沖
ノ
島
の
自
然
環
境
は
船
団
の
寄
港
地
（
風
待
ち
・
補
給
・

停
泊
ス
ペ
ー
ス
等
）
に
適
し
て
お
ら
ず
、寄
港
地
を
示
す
考
古
資
料
も
見
出
せ
な
い
。

加
え
て
、
対
馬
海
流
が
西
か
ら
東
に
む
け
て
強
く
流
れ
て
お
り
、
航
路
と
し
て
の
安

全
性
も
疑
問
視
で
き
る
。
沖
ノ
島
を
経
由
し
て
朝
鮮
半
島
へ
渡
航
で
き
る
こ
と
自
体

は
否
定
し
な
い
が
、
交
易
や
派
兵
の
船
団
の
主
要
航
路
と
し
て
は
不
適
格
で
あ
る
と

評
価
で
き
る
。
仮
に
そ
の
よ
う
な
効
率
的
な
航
路
を
認
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
航
路

が
歴
史
的
に
放
棄
さ
れ
る
構
造
に
つ
い
て
も
言
及
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
沖
ノ
島
の
重

要
性
は
、
対
馬
島
・
壱
岐
島
・
筑
紫
国
の
主
要
航
路
上
か
ら
ほ
ぼ
等
距
離
で
目
視
で

き
る
地
理
的
特
質
に
あ
る
（
小
嶋
二
〇
一
七
a
）。

註
５
：『
日
本
書
紀
』
記
載
の
集
団
戦
闘
を
網
羅
的
に
検
討
す
る
と
、
兵
の
集
結
場
所

と
し
て
各
豪
族
が
居
住
し
た
「
館
」
が
選
ば
れ
て
お
り
、
兵
の
実
態
が
血
縁
集
団
と

部
曲
を
軸
に
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
（
小
嶋
二
〇
一
六
ｃ
）。

註
６
：
重
藤
輝
行
氏
よ
り
「
宋
山
里
型
」
と
い
う
分
類
名
を
漢
城
期
の
横
穴
式
石
室
に

用
い
る
の
は
避
け
た
方
が
よ
い
と
ご
助
言
を
頂
い
た
。
近
年
の
研
究
動
向
を
鑑
み
、

当
面
は
百
済
型
（
百
済
前
期
型
・
百
済
中
期
型
・
百
済
後
期
型
）
と
呼
称
す
る
。
ま

た
、
九
州
島
内
の
範
型
名
称
に
つ
い
て
も
、
各
範
型
の
系
統
に
対
す
る
理
解
が
進
ん

だ
こ
と
も
あ
り
、
適
宜
見
直
し
を
図
っ
て
い
る
。

註
７
：
菊
池
川
下
流
域
の
稲
荷
山
古
墳
は
同
地
域
の
動
向
を
探
る
上
で
重
要
な
古
墳
で

あ
る
。
埴
輪
共
通
編
年
Ⅳ
期
以
降
の
埴
輪
を
伴
う
と
見
ら
れ
る
が
詳
細
は
不
明
で
あ

る
。
古
墳
構
築
技
術
の
様
相
を
見
る
と
、同
地
域
は
肥
後
南
部
と
の
繋
が
り
が
強
い
。

註
８
：
筑
紫
君
磐
井
の
台
頭
に
つ
い
て
は
、
齋
籐
大
輔
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
倭
装
大

刀
形
石
製
表
飾
に
見
ら
れ
る
継
体
大
王
と
の
政
治
的
紐
帯
も
重
要
要
因
で
あ
る
（
齋

籐
二
〇
一
四
）。
ま
た
、石
製
表
飾
・
埴
輪
を
統
合
し
た
墳
丘
表
飾
の
変
遷
を
み
る
と
、

岩
戸
山
古
墳
以
前
の
八
女
古
墳
群
で
は
累
代
的
に
大
王
墓
造
営
に
伴
う
埴
輪
製
作
技

術
の
拡
散
、
石
製
表
飾
を
含
め
た
墳
丘
表
飾
組
成
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
長
期
的

に
畿
内
中
枢
と
の
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。

註
９
：
向
井
一
雄
氏
は
「「
神
籠
石
」
が
古
代
山
城
を
表
す
名
称
と
し
て
不
適
格
な
呼

称
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
な
の
だ
が
、
学
界
で
は
慣
習
と
し
て
こ
の
名
称
を
使
い
続

け
て
い
る
」
こ
と
を
問
題
視
し
、「
遺
跡
の
多
様
な
あ
り
方
を
先
入
観
な
し
に
見
定

め
る
上
に
も
ま
ず
「
古
代
山
城
」
と
し
て
一
括
し
て
捉
え
る
べ
き
」
と
提
起
す
る
（
向

井
二
〇
一
九
ａ
ｂ
）。
筆
者
も
同
意
見
で
あ
り
、
高
良
山
神
籠
石
で
は
な
く
、
高
良
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山
古
代
山
城
と
表
記
し
た
。

註
10
：
筑
紫
国
の
豪
族
を
例
に
挙
げ
れ
ば
、
宗
像
地
域
で
は
「
筑
紫
所
居
三
神
」
を
頂

点
と
す
る
地
域
秩
序
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
倭
政
権
よ
り
祭
祀
を
委
託
さ
れ
て
い
た

宗
形
君
や
配
下
の
人
々
は
「
充
神
民
」
で
あ
っ
た
。『
日
本
書
紀
』
に
は
、
中
央
氏

族
に
よ
る
部
曲
の
割
譲
に
際
し
徹
底
抗
戦
す
る
様
が
記
さ
れ
て
い
る
（
履
中
紀
五

年
）。
筑
紫
所
居
三
神
（
沖
ノ
島
祭
祀
）
を
重
要
視
す
る
倭
政
権
は
、
そ
の
権
益
を

収
奪
で
き
ず
、「
神
郡
」
と
し
て
律
令
国
家
内
部
に
取
り
込
む
こ
と
に
な
っ
た
（
小

嶋
二
〇
一
八
ａ
・
二
〇
一
九
ａ
・
二
〇
二
〇
ｂ
）。
大
海
人
皇
子
と
尼
子
娘
の
婚
姻
も
、

倭
政
権
と
宗
形
君
の
距
離
感
を
暗
示
さ
せ
る
。

註
11
：
筑
紫
君
と
火
君
（
火
中
君
）
の
複
姓
氏
族
で
あ
る
筑
紫
火
君
は
、『
続
日
本
後
紀
』

嘉
祥
元
年
八
月
六
日
条
で
肥
前
国
養
父
郡
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
。時
期
差
が
あ
り
、古
墳
時
代
と
直
結
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、同
地
の
首
長
墓
・

庚
申
堂
塚
古
墳
や
岡
寺
古
墳
の
墳
丘
表
飾
に
は
、
野
津
古
墳
群
と
八
女
古
墳
群
の
双

方
の
特
徴
を
受
け
継
ぐ
、
肥
後
南
部
系
埴
輪
が
用
い
ら
れ
て
い
る
（
小
嶋
二
〇
一
九

ｂ
）

 【
参
考
文
献
】

青
木
敬 

二
〇
〇
三
『
古
墳
築
造
の
研
究
‐
墳
丘
か
ら
み
た
古
墳
の
地
域
性
‐
』
六
一

書
房

池
田
栄
史 

一
九
八
二
「
天
草
に
お
け
る
横
穴
式
石
室
の
一
例
」『
肥
後
考
古
』
第
二
号 

肥
後
考
古
学
会

稲
田
孝
司 

二
〇
一
二
「
古
代
山
城
の
技
術
・
軍
事
・
政
治
」『
日
本
考
古
学
』
第
三
四

号 

日
本
考
古
学
協
会

井
上
翔 

二
〇
一
六
「
鞠
智
城
と
東
北
の
城
柵
官
衙
」『
鞠
智
城
と
古
代
社
会
』
第
四
号 

熊
本
県
教
育
委
員
会

筌
瀬
明
宏 

二
〇
〇
四「
古
墳
墓
壙
構
築
技
術
の
諸
様
相
‐
肥
前
地
域
を
中
心
に
‐
」『
福

岡
大
学
考
古
学
論
集
』
福
岡
大
学

宇
野
愼
敏 

二
〇
一
一
「
肥
後
横
穴
墓
の
動
向
と
そ
の
背
景
」『
熊
本
古
墳
研
究
』
第
四

号 

熊
本
古
墳
研
究
会

宇
野
愼
敏 

二
〇
一
二
「
肥
後
・
初
期
横
穴
式
石
室
に
見
る
３
つ
の
系
譜
と
そ
の
背
景
」

『
熊
本
古
墳
研
究
』
第
五
号 

熊
本
古
墳
研
究
会

小
田
富
士
雄 

二
〇
〇
七
「
筑
紫
君
磐
井
の
乱
と
火
（
肥
）
君
」『
大
王
の
棺
を
運
ぶ
実

験
航
海
‐
研
究
編
‐
』
石
棺
文
化
研
究
会

小
田
富
士
雄 

二
〇
一
六
「
大
宰
府
都
城
の
形
成
と
東
ア
ジ
ア
‐
「
天
智
紀
」
山
城
出

現
の
歴
史
的
背
景
‐
」『
季
刊
考
古
学
』
第
一
三
六
号 

雄
山
閣

小
田
富
士
雄 

二
〇
一
八
「
成
立
期
大
宰
府
都
城
調
査
の
成
果
と
検
討
」『
大
宰
府
の
研

究
』
高
志
書
院

亀
井
輝
一
郎 

二
〇
一
一
「
古
代
の
宗
像
氏
と
宗
像
信
仰
」『
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺

産
群
研
究
報
告
Ⅰ
』「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
世
界
遺
産
推
進
会
議

亀
田
修
一 

二
〇
一
四
「
古
代
山
城
は
完
成
し
て
い
た
の
か
」『
鞠
智
城
跡
Ⅱ
‐
論
考
編

‐
』
熊
本
県
教
育
委
員
会

亀
田
修
一 

二
〇
一
八
「
繕
治
さ
れ
た
大
野
城
・
基
肄
城
・
鞠
智
城
と
そ
の
他
の
古
代

山
城
」『
大
宰
府
の
研
究
』
高
志
書
院

亀
田
修
一 

二
〇
一
九
「
古
代
山
城
の
成
立
と
変
容
」『
古
代
山
城
の
成
立
と
変
容
』
鞠

智
城
・
古
代
山
城
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
〇
一
八
成
果
報
告
書 

熊
本
県
教
育
委
員
会
（
※

二
〇
一
八
初
出
）

蒲
原
宏
行 

二
〇
一
九
『
弥
生
・
古
墳
時
代
論
叢
』
六
一
書
房

狩
野
久 

二
〇
一
〇
「
瀬
戸
内
古
代
山
城
の
時
代
‐
築
造
か
ら
廃
止
ま
で
‐
」『
坪
井
清

足
先
生
卒
寿
記
念
論
文
集
』
坪
井
清
足
先
生
の
卒
寿
を
お
祝
い
す
る
会

河
野
法
子 

一
九
八
二
「
石
障
系
古
墳
の
一
考
察
」『
肥
後
考
古
』
第
二
号 

肥
後
考
古

学
会

木
村
龍
生 

二
〇
一
三
「
須
恵
器
か
ら
見
た
地
域
間
交
流
の
一
様
相
」『
古
墳
時
代
の
地

域
間
交
流
１
』
第
一
六
回
九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会

木
村
龍
生 
二
〇
一
四
「
鞠
智
城
の
役
割
に
関
す
る
一
考
察
‐
熊
襲
・
隼
人
対
策
説
へ

の
反
論
‐
」『
鞠
智
城
跡
Ⅱ
』
熊
本
県
教
育
委
員
会

木
村
龍
生 

二
〇
一
六
「
土
器
の
様
相
か
ら
み
た
古
代
山
城
」『
築
城
技
術
と
遺
物
か
ら
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見
た
古
代
山
城
』
熊
本
県
教
育
委
員
会

木
村
龍
生 

二
〇
一
八
「
鞠
智
城
の
築
城
と
そ
の
背
景
」『
大
宰
府
の
研
究
』
高
志
書
院

木
村
龍
生 
二
〇
一
九
「
Ｓ
ｆ
Ｍ
を
利
用
し
た
石
室
の
保
存
・
管
理
と
活
用
に
つ
い
て
」

『
熊
本
古
墳
研
究
』
第
七
号 

熊
本
古
墳
研
究
会

藏
冨
士
寛 

一
九
九
七
「
石
屋
形
考
‐
平
入
横
口
式
石
棺
の
出
現
と
そ
の
意
義
‐
」『
先

史
学
・
考
古
学
論
究
Ⅱ
』
龍
田
考
古
会

藏
冨
士
寛 

一
九
九
九
「
肥
後
地
域
の
横
穴
式
石
室
」『
九
州
に
お
け
る
横
穴
式
石
室
の

導
入
と
展
開
』
九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会

藏
冨
士
寛 

二
〇
〇
二
「
石
棚
考
‐
九
州
に
お
け
る
横
穴
式
石
室
内
棚
状
施
設
の
成
立

と
展
開
」『
日
本
考
古
学
』
第
一
四
号 
日
本
考
古
学
協
会

藏
冨
士
寛 

二
〇
〇
七
ａ
「
北
部
九
州
の
埋
葬
原
理
と
石
室
構
造
」『
近
畿
の
横
穴
式
石

室
』
横
穴
式
石
室
研
究
会
事
務
局

藏
冨
士
寛 

二
〇
〇
七
ｂ
「
九
州
の
横
穴
式
石
室
」『
日
本
考
古
学
協
会
二
〇
〇
七
年
度

熊
本
大
会
研
究
発
表
資
料
集
』
日
本
考
古
学
協
会
二
〇
〇
七
年
度
熊
本
大
会
実
行
委

員
会

藏
冨
士
寛 

二
〇
〇
九
「
九
州
北
部
の
横
穴
式
石
室
」『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
№

五
八
三
ニ
ュ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
社

藏
冨
士
寛 

二
〇
一
〇
「
石
屋
形
・
石
棚
‐
石
屋
形
・
石
棚
の
出
現
・
展
開
と
そ
の
歴

史
的
意
義
（
予
察
）
‐
」『
先
史
学
・
考
古
学
論
究
Ⅴ
』
龍
田
考
古
会

藏
冨
士
寛 

二
〇
一
一
「
玄
界
灘
沿
岸
」『
九
州
島
に
お
け
る
古
墳
埋
葬
施
設
の
多
様
性
』

第
一
四
回
九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会 

九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会

藏
冨
士
寛 

二
〇
一
九
「「
開
か
れ
た
棺
」
が
示
す
つ
な
が
り
‐
横
穴
式
石
室
か
ら
読
み

解
く
「
火
君
」
と
「
紀
氏
」
‐
」『
開
か
れ
た
棺
‐
紀
伊
の
横
穴
式
石
室
と
黄
泉
の

世
界
‐
』
和
歌
山
県
紀
伊
風
土
記
の
丘

藏
冨
士
寛 

二
〇
二
〇
「
複
室
構
造
横
穴
式
石
室
‐
九
州
地
域
の
横
穴
式
石
室
に
対
す

る
構
造
的
理
解
に
向
け
て
‐
」『
横
穴
式
石
室
の
研
究
』
同
成
社

甲
元
眞
之 

二
〇
一
七
『
葆
光
』

甲
元
眞
之 

二
〇
一
九
ａ
『
澹
漠
』

甲
元
眞
之 

二
〇
一
九
ｂ
「
磐
井
の
戦
争
と
考
古
学
資
料
」『
熊
本
古
墳
研
究
』
第
七
号 

熊
本
古
墳
研
究
会

小
嶋
篤 

二
〇
一
一
「
大
宰
府
の
兵
器
‐
大
宰
府
史
跡
蔵
司
地
区
出
土
の
被
熱
遺
物
‐
」

『
九
州
歴
史
資
料
館
研
究
論
集
』
三
六　

九
州
歴
史
資
料
館

小
嶋
篤 

二
〇
一
二
「
墓
制
と
領
域
‐
胸
肩
君
一
族
の
足
跡
‐
」『
九
州
歴
史
資
料
館
研

究
論
集
』
三
七 

九
州
歴
史
資
料
館

小
嶋
篤 

二
〇
一
三「
Ⅳ
群
系
埴
輪
の
研
究
‐
嘉
穂
型
埴
輪
と
肥
後
南
部
型
埴
輪
‐
」『
古

墳
時
代
の
地
域
間
交
流
１
』
九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会

小
嶋
篤 

二
〇
一
四
ａ
「
大
宰
府
保
有
兵
器
の
蓄
積
過
程
」『
古
代
武
器
研
究
』
一
〇 

古
代
武
器
研
究
会

小
嶋
篤 

二
〇
一
四
ｂ
「
小
郡
官
衙
遺
跡
出
土
鉄
鏃
の
研
究
」『
九
州
歴
史
資
料
館
研
究

論
集
』
三
九　

九
州
歴
史
資
料
館

小
嶋
篤 

二
〇
一
五
「
古
墳
時
代
後
期
の
埋
葬
施
設
と
墳
丘
」『
古
墳
時
代
の
地
域
間
交

流
３
』
九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会

小
嶋
篤 

二
〇
一
六
ａ
『
大
宰
府
の
軍
備
に
関
す
る
考
古
学
的
研
究
』
平
成
二
五
～

二
七
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
若
手
研
究
（
Ｂ
）
研
究
成
果
報
告
書 

九
州
国
立

博
物
館
・
福
岡
県
立
ア
ジ
ア
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

小
嶋
篤 

二
〇
一
六
ｂ
「
鞠
智
城
築
造
前
後
の
軍
備
」『
鞠
智
城
と
古
代
社
会
』
第
四
号 

熊
本
県
教
育
委
員
会

小
嶋
篤 

二
〇
一
六
ｃ
「
兵
器
の
様
相
か
ら
見
た
古
代
山
城
」『
築
城
技
術
と
遺
物
か
ら

見
た
古
代
山
城
』
熊
本
県
教
育
委
員
会

小
嶋
篤 

二
〇
一
七
ａ
「
終
章 

宗
像
・
沖
ノ
島
と
大
和
朝
廷
」『
宗
像
・
沖
ノ
島
と
大

和
朝
廷
』
九
州
国
立
博
物
館
特
別
展
図
録 

九
州
国
立
博
物
館

小
嶋
篤 
二
〇
一
七
ｂ
「
埴
輪
に
見
ら
れ
る
技
術
複
合
」『
埴
輪
論
叢
』
第
七
号 

埴
輪

検
討
会

小
嶋
篤 
二
〇
一
八
ａ
「「
前
方
後
円
墳
の
終
焉
」
か
ら
見
た
胸
肩
君
」『
沖
ノ
島
研
究
』

第
四
号 

「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
世
界
遺
産
登
録
推
進
会
議

小
嶋
篤 

二
〇
一
八
ｂ
「
大
宰
府
の
兵
器
と
工
房
」『
大
宰
府
の
研
究
』
高
志
書
院
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小
嶋
篤 

二
〇
一
八
ｃ
「
古
墳
時
代
後
期
に
お
け
る
横
穴
式
石
室
墳
の
展
開
‐
日
韓
交

流
の
視
点
か
ら
‐
」『
海
峡
を
通
じ
た
文
化
交
流
』
九
州
考
古
学
会
・
嶺
南
考
古
学

会
第
一
三
回
合
同
考
古
学
大
会

小
嶋
篤 

二
〇
一
九
ａ
「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
胸
肩
君
」『
大
宰
府
学
研
究
』
九
州
国
立
博

物
館
ア
ジ
ア
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
研
究
論
集
第
一
集 

九
州
国
立
博
物
館

小
嶋
篤 

二
〇
一
九
ｂ
「
肥
後
南
部
型
埴
輪
の
研
究
」『
埴
輪
論
叢
』
第
九
号 

埴
輪
検

討
会

小
嶋
篤 

二
〇
二
〇
ａ
「
筑
後
の
横
穴
式
石
室
墳
‐
筑
後
型
石
室
と
八
女
型
石
室
‐
」『
福

岡
大
学
考
古
学
論
集
三
』
武
末
純
一
先
生
退
職
記
念
事
業
会

小
嶋
篤 

二
〇
二
〇
ｂ
「
神
仏
と
向
き
合
う
人
の
歴
史
」『
筑
紫
の
神
と
仏
』
九
州
国
立

博
物
館

小
林
達
雄 

一
九
九
四
「
形
式
・
型
式
・
様
式
論
」『
縄
文
土
器
の
研
究
』
小
学
館

小
松
譲 

一
九
九
五「
肥
前
小
城
に
築
造
さ
れ
る
玄
門
構
造
の
特
異
な
横
穴
式
石
室
」『
佐

賀
考
古
』
第
三
号 

佐
賀
考
古
談
話
会

小
松
譲 

一
九
九
九
「
肥
前
東
部
地
域
の
横
穴
式
石
室
・
導
入
と
展
開
お
よ
び
終
末
」『
九

州
に
お
け
る
横
穴
式
石
室
の
導
入
と
展
開
』
九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会

小
森
哲
也 

二
〇
一
二
「
地
域
間
交
流
と
し
て
の
石
棺
式
石
室
‐
中
九
州
・
山
陰
そ
し

て
東
国
の
動
向
‐
」『
日
本
考
古
学
』
第
三
四
号 

日
本
考
古
学
協
会

齊
藤
大
輔 

二
〇
一
四
「
北
部
九
州
に
お
け
る
装
飾
武
器
の
特
質
と
そ
の
背
景
」『
古
墳

時
代
の
地
域
間
交
流
２
』
九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会

齊
藤
大
輔 

二
〇
一
七
「
武
装
か
ら
み
た
善
一
田
古
墳
群
と
六
世
紀
の
西
北
九
州
」『
乙

金
地
区
遺
跡
群
２
３
』
大
野
城
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
五
九
集 

大
野
城
市
教

育
委
員
会

齊
藤
大
輔 

二
〇
一
八
「
後
期
古
墳
出
土
武
装
具
の
評
価
を
め
ぐ
る
諸
問
題
‐
北
部
九

州
と
東
国
の
対
比
か
ら
‐
」『
平
成
三
〇
年
度
九
州
考
古
学
会
総
会
研
究
発
表
資
料

集
』
九
州
考
古
学
会

酒
井
芳
司 

二
〇
一
八
「
筑
紫
国
造
と
評
の
成
立
」『
大
宰
府
の
研
究
』
高
志
書
院

重
藤
輝
行 

二
〇
二
〇
「
九
州
に
お
け
る
横
穴
式
石
室
の
展
開
‐
編
年
・
地
域
性
・
階

層
性
の
概
観
‐
」『
横
穴
式
石
室
の
研
究
』
同
成
社

角
浩
行 

二
〇
二
〇
「
壱
岐
島
の
横
穴
式
石
室
と
九
州
」『
伊
都
国
歴
史
博
物
館
紀
要
』

第
一
五
号 

糸
島
市
立
伊
都
国
歴
史
博
物
館

高
木
恭
二 

一
九
九
三
「
横
穴
式
石
室
の
地
域
性 

九
州
地
方
」『
季
刊 

考
古
学
』
第

四
五
号 

雄
山
閣

髙
木
恭
二 

一
九
九
九
「
横
穴
式
石
室
の
石
材
」『
九
州
に
お
け
る
横
穴
式
石
室
の
導
入

と
展
開
』
九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会

高
木
恭
二 

二
〇
一
二
「
菊
池
川
流
域
の
古
墳
」『
マ
ロ
塚
古
墳
出
土
品
を
中
心
と
し
た

古
墳
時
代
中
期
武
器
武
具
の
研
究
』
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
第
一
七
三
集 

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

髙
木
正
文 

二
〇
一
九
「
熊
本
県
玉
名
地
域
の
初
期
装
飾
横
穴
墓
‐
塚
坊
主
古
墳
と
同

時
期
の
横
穴
墓
‐
」『
古
墳
と
国
家
形
成
期
の
諸
問
題
』
山
川
出
版
社

長
直
信
・
中
島
圭 

二
〇
一
三
「
福
岡
県
内
の
八
女
系
須
恵
器
に
つ
い
て
」『
古
墳
時
代

の
地
域
間
交
流
１
』
九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会

津
曲
大
祐 

二
〇
〇
四
「
博
多
湾
沿
岸
地
域
の
石
室
構
築
技
術
」『
福
岡
大
学
考
古
学
論

集
』
福
岡
大
学
考
古
学
研
究
室

出
宮
徳
尚 

二
〇
〇
二
「
古
代
山
城
跡
の
検
証
覚
書
‐
そ
の
用
兵
の
具
の
コ
ン
セ
プ
ト

を
求
め
て
‐
」『
環
瀬
戸
内
海
の
考
古
学
』
下
巻 

古
代
吉
備
研
究
会

出
宮
徳
尚 

二
〇
一
〇
「
古
代
山
城
跡
の
検
証
覚
書
Ⅱ
－
神
籠
石
系
山
城
の
用
兵
の
具

観
か
ら
の
検
討
－
」『
坪
井
清
足
先
生
卒
寿
記
念
論
文
集
』
坪
井
清
足
先
生
の
卒
寿

を
お
祝
い
す
る
会

中
島
圭 

二
〇
〇
九
「
若
杉
今
里
窯
跡
の
須
恵
器
生
産
の
位
置
づ
け
」『
長
者
の
隈
古
墳 

若
杉
今
里
窯
跡
』
福
岡
大
学
考
古
学
研
究
調
査
報
告
第
八
集 

福
岡
大
学
人
文
学
部

考
古
学
研
究
室

中
島
圭 
二
〇
二
〇「
筑
前
～
筑
後
に
お
け
る
古
墳
時
代
後
期
の
土
師
器
大
型
高
坏
」『
福

岡
大
学
考
古
学
論
集
３
』
武
末
純
一
先
生
退
職
記
念
事
業
会

西
岡
千
絵 

二
〇
〇
五
「
飛
燕
式
鉄
鏃
の
研
究
」『
七
隈
史
学
』
第
六
号 

七
隈
史
学
会

西
谷
正 

二
〇
一
八
「
大
宰
府
の
防
衛
体
制
を
め
ぐ
っ
て
‐
羅
城
と
関
、防
と
烽
‐
」『
大
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宰
府
の
研
究
』
高
志
書
院

西
山
由
美
子 

濱
田
智
美 

一
九
九
七「
椿
原
古
墳
の
線
刻
壁
画
に
つ
い
て
」『
椿
原
古
墳
』

宇
土
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
〇
集 

宇
土
市
教
育
委
員
会

橋
本
達
也 
二
〇
二
〇
「
地
下
式
横
穴
墓
の
構
造
」『
横
穴
式
石
室
の
研
究
』
同
成
社

原
田
大
六 

一
九
七
三
『
新
稿 

磐
井
の
叛
乱
』
三
一
書
房

藤
原
哲 

二
〇
一
八
『
日
本
列
島
に
お
け
る
戦
争
と
国
家
の
起
源
』
同
成
社

古
城
史
雄 

二
〇
〇
三
「
有
明
海
沿
岸
の
横
穴
式
石
室
と
韓
半
島
の
横
穴
式
石
室
」『
熊

本
古
墳
研
究
』
創
刊
号 
熊
本
古
墳
研
究
会

古
城
史
雄 

二
〇
〇
七
「
肥
後
の
横
穴
式
石
室
に
つ
い
て
」『
日
本
考
古
学
協
会

二
〇
〇
七
年
度
熊
本
大
会
研
究
発
表
資
料
集
』
日
本
考
古
学
協
会
二
〇
〇
七
年
度
熊

本
大
会
実
行
委
員
会

古
城
史
雄 

二
〇
〇
九
ａ
「
天
草
の
横
穴
式
石
室
」『
八
代
海
沿
岸
地
域
に
お
け
る
古
墳

時
代
在
地
墓
制
の
発
達
過
程
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』
二
〇
〇
六
～
二
〇
〇
八
年
度

科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書 

熊
本
大
学
文
学
部

古
城
史
雄 

二
〇
〇
九
ｂ
「
肥
後
型
横
穴
式
石
室
の
展
開
」『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

五
八
三 

ニ
ュ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
社

古
城
史
雄 

二
〇
一
〇
「
肥
後
に
お
け
る
初
期
横
穴
式
石
室
出
現
の
背
景
」『
先
史
学
・

考
古
学
論
究
Ⅴ
』
龍
田
考
古
会

古
城
史
雄 

二
〇
一
一
「
八
代
海
沿
岸
地
域
に
お
け
る
後
期
古
墳
の
再
検
討
－
野
津
古

墳
群
・
大
野
窟
古
墳
を
中
心
と
し
て
－
」『
熊
本
古
墳
研
究
』
第
4
号 

熊
本
古
墳
研

究
会

古
城
史
雄 

二
〇
一
二
ａ
「
横
穴
式
石
室
か
ら
み
た
大
野
窟
古
墳
」『
大
野
窟
古
墳
発
掘

調
査
報
告
書
』
氷
川
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
2
集 

氷
川
町
教
育
委
員
会

古
城
史
雄 

二
〇
一
二
ｂ
「「
鬼
の
岩
屋
式
石
室
」
に
つ
い
て
」『
熊
本
古
墳
研
究
』
第

五
号 

熊
本
古
墳
研
究
会

古
城
史
雄
編 

二
〇
二
〇
『
八
代
海
周
辺
の
装
飾
古
墳
‐
発
生
と
展
開
‐
』
熊
本
県
教

育
委
員
会

松
村
一
良 

一
九
九
四
「
上
津
土
塁
跡
」『
久
留
米
市
史
』
第
一
二
巻 

久
留
米
市

宮
崎
貴
夫 

二
〇
一
九
『
長
崎
地
域
の
考
古
学
研
究
』
昭
和
堂

向
井
一
雄 

二
〇
一
四
「
鞠
智
城
の
変
遷
」『
鞠
智
城
跡
Ⅱ 

論
考
編
二
』
熊
本
県
教
育

委
員
会

向
井
一
雄 

二
〇
一
七
『
よ
み
が
え
る
古
代
山
城
』
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
四
四
〇 

吉
川
弘
文
館

向
井
一
雄 

二
〇
一
九
ａ
「
石
神
・
磐
座
・
磐
境
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
」『
古
代
山
城

と
祭
祀
・
寺
院
』
第
五
九
回
古
代
山
城
研
究
会
例
会 

古
代
山
城
研
究
会

向
井
一
雄 

二
〇
一
九
ｂ
「
神
籠
石
系
山
城
の
捉
え
方
‐
築
城
年
代
・
築
城
主
体
論

の
克
服
‐
」『
古
代
山
城
の
成
立
と
変
容
』
鞠
智
城
・
古
代
山
城
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

二
〇
一
八
成
果
報
告
書 

熊
本
県
教
育
委
員
会
（
※
二
〇
一
八
初
出
）

森
公
章 

二
〇
一
九
「「
海
北
」
か
ら
「
海
西
」
へ
‐
古
代
国
家
成
立
の
画
期
‐
」『
古

墳
と
国
家
形
成
期
の
諸
問
題
』
山
川
出
版
社

柳
沢
一
男 

一
九
九
〇
「
横
穴
式
石
室
の
導
入
と
系
譜
」『
季
刊 

考
古
学
』
第
四
五
号 

雄
山
閣

柳
沢
一
男 

二
〇
〇
三
「
複
室
構
造
横
穴
式
石
室
の
形
成
過
程
‐
羨
道
間
仕
切
り
型
の

築
造
系
譜
‐
」『
新
世
紀
の
考
古
学
』
纂
修
堂

柳
沢
一
男 

二
〇
〇
五
「
横
穴
式
石
室
の
成
立
と
普
及
」『
日
本
の
考
古
学
』
下
巻 

学

生
社

柳
沢
一
男 

二
〇
〇
九
「
九
州
中
北
部
に
お
け
る
横
穴
式
石
室
の
形
成
と
伝
播
」『
考
古

学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
五
八
三 

ニ
ュ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
社

柳
沢
一
男 

二
〇
一
四
『
筑
紫
君
磐
井
と
「
磐
井
の
乱
」
岩
戸
山
古
墳
』
新
泉
社

矢
野
裕
介 

二
〇
一
八
「
鞠
智
城
の
変
遷
に
関
す
る
一
考
察
」『
大
宰
府
の
研
究
』
高
志

書
院

矢
野
裕
介 

二
〇
一
九
「
有
明
海
沿
岸
に
お
け
る
古
代
山
城
の
年
代
論
」『
大
宰
府
学
研

究
』
九
州
国
立
博
物
館
ア
ジ
ア
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
研
究
論
集
第
一
集 

九
州
国
立

博
物
館
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